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Ｉ研究目的

キャリア教育では，「人間関係形成能力」「情報活用能力」「将来設計能力」「意思決定能力」な

どを中心とした身に付けるべき能力の育成をとおして,『勤労観」「職業観」を伸ばすことが求め

られている。高等学校においては，現実的探索と試行並びに社会的移行準備の時期であり，その発

達段階に応じた「勤労観」「職業観」を伸ばす教育が大切であるとされている。

しかし，高等学校では，進学・就職指導のみを目的とした指導に終始しているのが現状である。

そのため，身に付けるべき能力の育成がなおざりになり，就労体験（インターンシップ)，進路講

演会，１日体験入学などの活動が単発的になってしまい，キャリア教育本来のねらいに沿った活動

になっていないのが実情である。実際，「勤労観」「職業観」が未成熟であり，社会人・職業人と

しての基礎的・基本的な資質・能力が低下していることも産業界を始め，進学先や就職先からも指

摘されている。本県においても，３年以内で離職する生徒が，ここ数年50％を超え，進学先でも退

学、進路変更を希望する学生が増加傾向にある。その要因として，教師が，キャリア教育のねらい

や指導の在り方を明確にとらえておらず，キャリア教育を推進するための中核となるはずの特別活

動と総合的な学習の時間において系統的な指導がなされていないと考えられる。

このような状況を改善するためには，キャリア教育の位置付けを明確にし，総合的な学習の時間

や特別活動を中心としたキャリア教育指導プランを作成することが必要である。また，教師だけで

なく生徒個々が自己の発達を確認できるワークシートを作成し，活用させることにより，身に付け

た知繊や技術等を相互に関連付け，学習や生活にいかせると考える。さらに，評価方法を指導プラ

ンに明示することで,実践過程において教師間で評価を行い,生徒に対してどのような効果や反応，

課題等があったかを確認することが容易となり，次の指導に役立てることができる。

そこで本研究は，系統的なキャリア教育を実践するための指導プランの作成をとおして，「人間

関係形成能力」「情報活用能力」「将来設計能力」「意思決定能力」などを中心とした諸能力の育成

方法を明らかにし，「勤労観」「職業観」を伸ばす指導に役立てようとするものである。

Ⅱ研究の方向性

高等学校キャリア教育において「勤労観」「職業観」を伸ばすため，総合的な学習の時間と特別

活動を中心に，身に付ける能力の育成を軸とした系統的なキャリア教育指導プランを作成し，提示

する。

Ⅲ研究の内容と方法

１内容と方法

（１）高等学校における系統的なキャリア教育を実践するための指導プランの作成に関する基本構

想の立案（文献法）

（２）キャリア教育の発達に基づく指導プラン・ワークシートの作成（文献法）

（３）授業実践及び実践結果の分析と考察（授業実践，質問紙法）

（４）高等学校における系統的なキャリア教育を実践するための指導プランの作成に関する研究の

まとめ

２授薬実践の対象

岩手県立盛岡商業高等学校第２学年

Ⅳ研究結果の分析と考察

１高等学校における系統的なキャリア教育を実践するための指導プランの作成に関する基本構想

（１）高等学校におけるキャリア教育を実践するための基本的な考え方

－１－



アキャリア教育の定義

国立教育政策研究所生徒指導研究センター（以下,･生徒指導研究センターと記す）は，「キャリ

ア教育の推進に関する総合的調査研究協力者会議報告書」（2004）（以下，キャリア教育報告書と

記す）において，「キャリア」という言葉を「個々人が生涯にわたって遂行する様々な役割の連鎖

及びその過程における自己と働くこととの関係付けや価値付けの累積」と示している。

また，「キャリア教育」を「児童生徒一人一人のキャリア発達を支援し，それぞれにふさわしい

キャリアを形成していくために必要な意欲・態度を育てる教育」としている。

すなわち,キャリア教育は,児童生徒一人一人の勤労観・職業観を育てる教育であるととらえる。

イキャリア教育の必要性

生徒指導研究センターによれば，若者のフリーター志向の拡大，無業者の増加，早期離職問題な

ど，学校から職業への移行にかかる課題は深刻なものとなっている。その要因として，①就職９就

業をめぐる社会環境が激変したこと，②児童生徒の働くことへの目的意識・責任感，関心・意欲・

態度等といった勤労観・職業観が希薄になっていること，③円滑な人間関係を構築できない，基本

的マナーが確立されていないこと等’社会人ｂ職業人としての基礎的・基本的な資質・能力が低下

していることを挙げている。

また，少子化や大学増設等による進学率の上昇により，進路意識や目的意織が希薄なまま「とり

あえず」進学したり，卒業後の進路や職業について考え，選択・決定することを先送りにしたりす

る傾向にある等を指摘している。

以上のような現状を踏まえ，キャリア教育では，個人として力強く生きていくために，基盤とな

る意欲や態度及び勤労観・職業観を伸ばすこと，社会人・職業人として，自立できるようにするた

めにキャリア教育のねらいに沿った指導が必要である（キャリア教育報告書)。

ウ勤労観・職業観を育成するための諸能力とその定義

生徒指導研究センター（2002）は，「児童生徒の職業観・勤労観を育む教育の推進に関する調査

研究報告書」（以下，調査研究報告書と記す）の中で，「職業観・勤労観を育む学習プログラムの

枠組み（例)」を示している。

この中で〆学校段階別にみた職業的（進路）発達段階にかかわる諸能力を，「人間関係形成能力」

「情報活用能力」「将来設計能力」「意思決定能力」等を中心とした身に付けるべき四つの領域と

八つの能力に分類している（【表１】)。

【表１】職業的（進路）発達段階にかかわる諸能カー高等学校のみ抜粋一

\喪餓l汁Ｉ会の理雲葬因U首

ヨ已の将采尭月1kＩ計画零行能

２

能力 前向きに自己の将来を殻ｌ計画案行能力

計する。

目標とすべき将来の生き方や進路を考え，それを実現

するための進路計画を立て，実際の避択行動等で実行

四つの領域 説明 八つの能力 説明

人間関係

形成能力

他者の個性を尊重し，曰

己の個性を発揮しながら，

様々な人々と＝ミニニケ

ーションを図り゜協力・

共同してものごとに取り

組む。

自他の理解能力

＝ミニニケーション

能力

自己理解を深め，他者の多樺左個性を理解し･互し､に

潔め合うことを大切にして行動していく能力

多犠な集団・組織の中で，＝ミニニケーションや豊か

な人間関係を築きながら，自己の成長を果たしていく

能力

情報活用

能力

学ぶこと・働くことの意

纏や役割及びその多揮性

を理解し，幅広く情報を

活剛して，自己の進路や

生き方の週択に生かす。

精細収築・探索能力

職業理解能力

進路や職業等に関する樺々な情報を収集・探索すると

ともに，必要な備報を選択・活用し，自己の進路や生

き方を考えていく能力

揮々な体験等を通して０学校で学ぶことと社会・職業

生活との関連や,今しなければならないことなどを理

解して1,､<能力

役割把握・鯉壷能力 生活・仕事上の多橡な役割や意義及びその関連等を理

解し，自己の果たすぺき役割等についての認熾を深め

ていく能力



その後，キャリア教育報告書を発表し，

その中で校種別の詳細な学習プログラム

の枠組み（例）を公示した。

しかし，キャリア教育の先進校の実践

例と学習プログラムの枠組み（例）を比

較してみると，四つの領域と八つの能力

を踏まえながら各校の現状にあわせて取

り組んでいる学校もある。

梶（2004）は，児童生徒の自己分析・

自己理解によって内的な深化，自己表現

を成長させる観点から，「自己教育能力」

を設定し，五つの領域と10の能力で取り組【図１】勤労観・職業観を育成するための諸能力

む学習プログラムを作成している。しかし，基本となっているのは生徒指導研究センターから示さ

れた学習プログラムの枠組み（例）ととらえることができる。

したがって，勤労観・職業観を育成するためには，【図１】及び２頁の【表１】のような四つの

領域能力と八つの能力を実践する土台としつつ，各学校の目標や実態，生徒に身に付けさせたい能

力を分析した上で酔他の育成する能力を設定することが望ましい。

例えば，ボランティア活動を重点的に行っている学校では，「社会活動参画能力」や，デイベー

ト活動を取り入れている学校であれば，「自己開示・表現能力」といった領域を設定することも可

能である。

本研究においては，高等学校でキャリア教育を推進するため，調査研究報告書から示された四つ

の領域を中心に，それぞれの諸能力を伸ばすことで，勤労観・職業観を育成できるととらえる。

エ高等学校におけるキャリア教育の意義

イで述べたように，生徒を取り巻く社会環境は目まぐるしく変化している。とりわけ，高等学校

は，卒業時の進路が多岐にわたり，生徒自身もどのように自分の将来を考えて行けばよいか模索す

る段階である。

キャリア教育報告書では，若者の勤労観・職業観や職業人としての基礎的資質・能力の低下を指

摘している。厚生労働省（2007）が発表した「高等学校新規学校卒業者の就職離職状況調査結果」

では，1999年より３年以内の離職率が50％近い数値にある。本県においては，３年以内の離職率が

1999年より50％前後を推移している状況にある。

その要因としては，①企業側と求職者側の雇用のミスマッチが起きている，②労働条件がよくな

い，③人間関係を円滑に構築できない等，が挙げられる。早期離職した生徒達の中には再就職し，

新しい職場で自分のキャリアに磨きをかける者もいるが，そのまま「ニート」「フリーター」にな

ってしまう者も少なくない。

高校生が進学を希望する理由として，「専門的な知識・技術を身に付けたい」「希望する職種に

就くために必要な資格を得たい」等と目標をもって進学する生徒がいる反面，「まだ働きたくない

から」「進学が当然だと思っている」「みんなが進学するから」という安易な理由で「入れる学校」

３
６

’．｜していく能力

意思決定

能力

自らの意志と責任でより

よい選択・決定を行うと

ともに，その過程での陳

題や葛藤に菰極的に取り

組み克服する。

選択能力

課題解決能力

様々な選択肢について比較検肘したり,葛藤を克服し

たりして，主体的に判断し，自らにふさわしい選択．

決定を行っていく能力

意志決定に伴う責任を受け入れ，選択結果に適応する

とともに，希望する進路の実現に向け，Ｉﾖら課題を股

定してその解決に取り組証能力



を決める生徒も少なくない。

大学入学後の状況を内田（2007）は，「入学後，他の大学や専門学校を受験しなおす」学生が

ここ10年間で三倍以上に，無気力傾向の学生が二倍近くに増加し，高等学校段階での進路指導が

重要であることを指摘している。

このような実態を踏まえ，高等学校では，身に付けるべき能力を育成しつつ，個々の勤労観・

職業観を伸ばすためにキャリア教育を実践する意義があると思われる。

(2)総合的な学習の時間と特別活動を中心とする意義

キャリア教育を学校教育全体で行うために文部科学省（2006）は，「キャリア教育推進の手引

き」（以下，手引きと記す）の中で，総合的な学習の時間や特別活動は，各教科で学んだ成果を

様々な活動をとおして，深化・発展，統合させたり，その成果を教科の学習に反映させたりして

いくというねらいをもっている。そこで展開される職業や進路に関連する学習活動は，キャリア

教育を進める上で，直接的かつ中核的な取り組みとして最も重要な役割を担うものであり，その

計画等を改善，充実することとしている。

しかし，キャリア教育を実践する上で教師側にも様々な問題が挙げられている。

渡辺（2007）は，「進路指導とどこが違うのか」「また新しいことをしなくてはならないのか」

「職場体験をさせればいい」といった教師側の認職に問題があると指摘している。

また，教員のキャリア教育に対する意識調査（愛知県総合教育センター，2007）では，「提唱

されている内容が分かりにくい」「教員が果たすぺき役割が分からない」といったキャリア教育

の位置付けが明確になっていない問題を挙げている。

以上のことから，キャリア教育を学校教育全体で行うためには，キャリア教育の位置付けを明

らかにし，総合的な学習の時間や特別活動を中心として各教科や部活動等との連携を図りながら

行うことに意義があると考える。

そこで，本研究は，高等学校におけるキャリア教育の位置付けを明確にし，キャリア教育にお

ける総合的な学習の時間と特別活動を中心とした指導プランを作成するものである。

(3)指導プランの定義

指導プランとは，高等学校における総合的な学習の時間と特別活動を中心とした系統的なキャ

リア教育を実践するための活動計画である。

(4)総合的な学習の時間と特別活動を中心としたキャリア教育の指導プランを系統的に行う意義

ア総合的な学習の時間と特別活動を中心としたキャリア教育の指導プランを取り入れる意義

これまで高等学校が取り組んで

きた活動内容を山崎（2006）は，

総合的な学習の時間や特別活動の

取り組みは，広く進路指導の一環

としてとらえられることが多く，

本人の適性と職業の特性との合致

点をみつけることに力を注ぐ指導

であると指摘している。

また，川崎（2007）も入学段階

からキャリア教育のねらいに沿っ

た取り組みを行っていたが，三年

生になるとキャリア教育と切り離

し，従来の進路指導に転換する場

合が多い，とキャリア教育の持続 【図２】各学校で取り組んでいる主な活動内容

-４－
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性の欠如について指摘している。

各学校の現状をみると，特別活動は年間計画に沿って実施するものの，計画どおり実施できず，

担任裁量で実施される時間数も多々ある｡総合的な学習の時間においては,各学年の特色をいかし，

年間計画を作成するが，キャリア教育のねらいに沿った指導を行っているとは言い難い。

しかし,実際に行われている総合的な学習の時間や特別活動の活動内容をみれば（４頁【図２】)，

キャリア教育のねらいに沿った活動が多数ある。これらの活動内容を，キャリア教育の視点で系統

的につなぐことにより，生徒に対し，学んだ知織や技術が風化しないうちに事後指導ができると考

える。

以上のことから，キャリア教育を実践するためには，指導プランを取り入れることに意義がある

と思われる。

イ系統的なキャリア教育の定義

手引きでは，諸能力の育成に関連する諸活動を体系化し，計画的・組織的に実施することと示し

ている。

また，調査研究報告書においては，キャリア教育のねらいを意識しながら指導することにより，

活動のねらいや目的が明確になり，取り組みへの創意・工夫が生まれ，系統的なキャリア教育が行

えるとしている。

系統的なキャリア教育を行うため，これまで行っている活動内容を学校の現状に照らしあわせ，

キャリア教育のねらいに沿って分類を行った。また，それぞれの段階を踏んでキャリア教育の活動

を行うことにより，系統的な指導が可能となると考える。

したがって，本研究においては，学年に応じて次のような五つの段階に分け，そこで身に付いた

諸能力を次の段階で更に伸ばすことによって，系統的なキャリア教育に取り組めるととらえる。

け）第一学年

第一段階：自己・他者を理解する（人間関係形成能力の育成に重点を置く）

第二段階：職業を理解する（視野を広げさせる活動に重点を置く）

第三段階：職業を体験する（第二段階で新たに気付いた職業を体験することにより，職業観を

広げさせる活動に重点を置く）

，第四段階：将来を設計する（前向きに自己の将来を設計する活動に重点を置く）

第五段階：進路目標の仮設定（将来の具体的な目標を定めることに重点を置く）

（ｲ）第二学年

第一段階：自己を再認識する（客観的に自分を見つめ直し，自己の個性を発揮しながら，様々

な人々と＝ミニニケーションの育成に重点を置く）

第二段階：職業を理解する（将来就きたい職業を，より深く探求することで個々の視野を広げ

させる活動に重点を置く）

第三段階：職業・上級学校を体験する､(自己の描いている将来像を体験することにより，勤労

観・勤労観を養う活動に重点を置く）

第四段階：将来を再設計する（社会の現実を踏まえ，将来設計を見直す活動に重点を置く）

第五段階：進路を再検討する（自己の能力に応じて，将来の具体的な目標を定めることに重点

を置く）

｡）第三学年

第一段階：自己実現をする（リーダーシップを発揮し，自己有用感等の育成に重点を置く）

第二段階：進路目標の設定（これまで養われた勤労観・職業観を基に，自己の進路目標をより

鮮明に設定する活動に重点を置く）

第三段階：進路実現への取組（個々が掲げた目標に向け,ﾉ将来設計を実行できる能力を育む活
－５－



動に重点を極く）

第四段階：進学・就職受験（個々の進路に応じ，これまで養われた諸能力を振り返りながら，進

路実現達成のための活動に重点を置く）

第五段階：未来への箪備をする（進路決定後の不安感等を取り除き，期待感をもたせる活動を重

点的に行う）

系統的なキャリア教育は，それぞれの段階を踏んで活動することにより，よりねらいが明確にな

り，伸ばしたい諸能力を身に付けさせて活動することができるととらえる。

この五つの段階を【図３】のようにまとめた。

各学年の努力目標 学校教育目標

【図３】系統的なキャリア教育を五つの段階に分けたイメージ図

さらには，総合的な学習の時間と特別活動において，キャリア教育のねらいに沿って取り組め

る活動を関連付けて指導することにより，以下のことが可能になる。

①教師間で活動内容の共通理解が図られ，様々な活動において意図的にキャリア教育のねらい

を意識させることができる

②他教科や日常生活での指導，部活動や委員会活動でも，キャリア教育のねらいに沿った指導

が行える

(5)総合的な学習の時間と特別活動を中心としたキャリア教育の指導プラン作成にかかわる考え方

総合的な学習の時間と特別活動を中心としたキャリア教育の指導プランは，大きく分けて三つ

の内容で作成する。

ア諸能力育成の視点を入れた系統的な活動計画

イ必要に応じた学習内容を記録するワークシートの活用方法

ウ実践過程での評価や活動計画の見直しの方法

である。

ア諸能力育成の視点を入れた系統的な活動計画について

（ｱ）キャリア教育全体計画の作成

キャリア教育を推進するためには，キャリア教育全体計画を作成する必要がある.それぞ

－６－
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れの学校の実態を押さえ，生徒に身に付けさせたい諸能力などを明確にし，キャリア教育を推進

していく必要がある。本研究では，前川（2006)が作成したキャリア教育全体計画を基に，提示

する。

（ｲ）キャリア教育のねらいに沿った活動内容の整理

これまでの総合的な学習の時間と特別活動で取り組んでいる活動内容を，キャリア教育のねら

いに沿った内容であるか，整理をする必要がある。その後，総合的な学習の時間と特別活動で系

統的に活動できる内容を確認し，実施時間を確保する。

活動内容毎に「キャリア教育のねらい」や「育成する諸能力」等を認識することで，キャリア

教育のねらいに沿った活動が可能となる。

（ｳ）職員間の共通理解を図る

それぞれの活動内容をキャリア教育の勤労観・職業観を育成するための諸能力に照らしあわせ

てみると，各教科や部活動指導等でも連動させて指導できる活動内容もある。手引きにおいては，

キャリア教育を推進するには,職員間で共通理解を図り，全職員で取り組むぺきと示されている。

そのためには，キャリア教育を推進するための組織作りをし，位置付けや活動内容について，

随時職員に伝える必要がある。

例えば，職員会織の織題で取り上げたり，一つの活動が終了した段階で全職員に対してどのよ

うな内容が行われたのか，各教科や部活動指導等でも指導できるポイント等をプリント化し，配

布したりすることによって，職員間の共通理解が図れる。

イ必要に応じた学習内容を妃録するワークシートの活用方法について

ここでいうワークシートは，生徒に様々な体験や学習内容，感想や気付きを記入させることによ

り，新たな発見，興味・関心を気付かせるシートを指す。ワークシートをポートフオリオすること

により，生徒が振り返りや自己の変容に気付くことができる。

また，進級時のクラス替えで担任が替わった場合でも，ポートフォリオがされていれば，生徒の

勤労観・職業観を始め，意職の変容過程等を引き継ぐことができる。

宮下（2006）も，ワークシートや資料のボートフオリオが，生徒の変化や教師の取り組みの評価

にきわめて有効な情報として活用できると指摘している。

このワークシートを有効活用するために，担任もしくは指導者に対して，該当する活動の指導ポ

イント等の留意点を記載したマニュアルを作成する。

ウ実践過程での評価と活動計画の見直しの方法について

ワークシートで生徒が記入した内容は，教師の取り組みの評価にも活用できる。また，キャリア

教育実施後の評価について，宮下（2006）は，計画した活動が効果を上げつつあるかどうか，予想

しなかった問題や課題が起きていないかどうか，場合によっては活動内容の修正が必要かどうかを

確認する「実践過程での評価」を行うことと，活動計画の修正が必要かどうか，目標が達成された

か，を確認する「活動計画の見直し」を行うことが大切であると指摘している。

本研究においては，それぞれの活動内容がキャリア教育のねらいに到達しているか確認すること

を「実践過程での評価」ととらえる｡「実践過程での評価」は活動内容を振り返り，生徒に対して

効果はどうか，生徒の反応はどうか，実践上の課題があったか等を判断することである。

また，学期単位や年間の活動が終了した段階で，学年もしくは全体のキャリア教育のねらいに到

達しているかを確罷することを「活動計画の見直し」ととらえる。「活動計画の見直し」は学年毎

に設定したキャリア教育の目標に到達したか，計画が生徒に対し，有効なものであったか，改善す

べき点はどこなのかを判断することである。

生徒の現状にあわせて，修正・改善を行うことにより，ＰＤＣＡサイクルができ，学校独自のキ

ャリア教育を進めることができる。

－７－



これまで，キャリア教育にかかわる様々な取り組みが単発的になりがちであったが，実践過程で

の評価と活動計画の見直しを取り入れることにより，教師側が何をすべきか，どのように取り組

ませるべきかが一層明確になる。

(6)高等学校における系統的なキャリア教育を実践する指導プランの作成に関する基本構想図

これまで述べてきたことを基に，高等学校における系統的なキャリア教育を実践するための指

導プランの作成に関する基本構想図を【図４】のようにまとめた。

謙
一

【図４】高等学校における系統的なキャリア教育を実践する指導プランの作成に関する基本構想図

２基本構想に基づく手だての推進試案

総合的な学習の時間と特別活動を中心とした系統的な指導プランの作成にかかわる手順を９頁の

【図５】のように示す。

計画段階では，各学校の目標や生徒の実態を踏まえた全体計画を作成し，総合的な学習の時間と

特別活動の活動内容と，キャリア教育のねらいに沿った活動内容の整理を行う。その上で，職員間

の共通理解を図る゜実践段階では,諸能力育成の視点を入れた活動計画やワークシートを作成する。

また，実践過程での評価や活動計画の見直しの方法を考える。

以下，各段階における具体的な手順について述べる。
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(1)計画段階

アキャリア教育全体計画の作成について

キャリア教育の位置付けを明確にし，組織

的・系統的に展開させるために，キャリア教

育全体計画を作成する。

これはキャリア教育を，学校のどの場で，

どのように実施するか，学校教育での位置付

けを示したものであり，学校の基本的な考え

を示したものである。

キャリア教育全体計画（【図６】）に記載す

る内容は，学校教育目標，目指す生徒像，地

域や保護者の要望，学年の発達段階に応じた

目標，教科・領域等での指導内容等とする。

【図５】系統的な指導プランを作成するまでの手順
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【図６】キャリア教育全休計画

イキャリア教育のねらいに沿った系統的な活動内容の整理について

キャリア教育で育成する能力・態度は，各学年の発達段階に応じて，生徒指導研究センター

から示された枠組み（例）及び学校の目標や実態，生徒に身に付けさせたい能力を分析した上

で設定する。

また，年度末の反省会資料や学校評譲会，学校評価等を活用することにより，具体的な能力

・態度の設定ができる。キャリア教育を推進する上で，中心的な活動になる総合的な学習の時

間と特別活動の活動内容を整理することにより，キャリア教育のねらいに沿った活動内容が明

らかになる。

整理の方法は，これまで取り組んできた活動内容が，キャリア教育のねらいに沿った活動内

容か，系統性がある活動内容かＪ等で整理し，活動計画を作成する際の参考として活用する。
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これまで行っている学校行事や総合的な学習の時間・特別活動の活動内容を，キャリア教育のね

らいに沿った系統性のある活動内容として整理すると，【図７】のようになる。

各学年の努力目標 学校教育目標
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【図７】キャリア教育のねらいに沿った活動内容の整理（例）

ウ職員間の共通理解について
一、ローユーー…坐－－１－－，【表２】職員会議を活用した職員間の共通理解を図る方法
キャリア教育を推進する上でポイ

ントとなるのが，職員間の共通理解

である。これは，キャリア教育の位

置付けを明確にさせるためにも，大

切な部分である。

年度初めの職員会議等で,キャリ

ア教育の活動計画を全職員に示し，

共通理解を図る゜

さらには，実践過程での評価を定

例職員会議において報告，検討・改Ⅱ

善することで，翌月以降の活動にも

いかせると考える。

職員会議を活用したキャリア教育

の位置付けを明確にさせる方法を，

［表２】に示す。

また，それぞれの活動が終了した

段階で，全職員に対し，どのような

な内容で行われたのか，各教科や日

ぱよいのか等，を簡単にまとめたプ

たのか，各教科や日常生活の指導において，どのような視点でキャリア教育を行え

を簡単にまとめたプリント（【11頁図８】）を作成・配布することにより，教師も

－１０－

２～３月 Ｏ来年度の計面ウ秦

４月 ○年度初職員会離で計画案の提示・説明

Ｏ定例MUI員会鍍にて進捗状況・翌月の活動内容詳細提示

５～７月 Ｏ定例職員会醗にて進捗状況・翌月の活動内容詳細提示

・改稗すべき点の報告

夏季休業 Ｏ中間のまとめ・活動終了時の評価

８月 鰺Ｏ定例職員会鐘にて進捗状況・翌月の活動内容詳細提示

・改善すべき点の報告

○中間のまとめ・活､b終了時の評価の報告

９～12月 Ｏ定例職員会離にて進捗状況・翌月の活動内容詳細提示

・改善すぺき点の報告

冬季休業 ｏ中間のまとめ・活動終了時の評価

１月 Ｏ定例職員会酸にて進捗状況・翌月の活動内容詳細提示

･改稗すべき点の報告

Ｏ中間のまとめ・活動終了時の評価の報告

２月 Ｏ定例職員会酸にて進捗状況・翌月の活励内容詳細提示

･改袴すべき点の報告

Ｏ来年度の計両方竃

３月 Ｏ定例職員会蟻にて進捗状況・改善すべき点の報告

Ｏ全IUMI員を対象に評価を行う

０年1N】のまとめｄキャリア教育全体にかかわる評価

Ｏ来年度の計画立案



様々な生徒とのかかわりの中で

キャリア教育の諸能力育成を意

識しながら，指導に取り組める

ものと考える。

実践段階

ア諸能力の視点を入れた系統的

な活動計画の作成について

キャリア教育のねらいに沿っ

て整理された活動内容を基に，

活動計画【図９】を作成する。

一つ一つの活動をとおして育

成する能力とその重点を明記す

ることにより，担任もしくは指

導者が意識して活動に取り組む

ことができる。

また，振り返りの活動を明記

することで，担任もしくは指導

者も以前の活動を振り返りなが

ら，生徒に支援ができ，系統的

な指導が可能となる。

指導内容には，その活動で行

う流れやワークシートの活用方

法，指導上の留意点を具体的に

盛り込んでいくことにより，初

めてキャリア教育に携わる教師

にも，ポイントを押さえて取り

組むことが可能となる。

(2)

【図Ｂ】活動内容をまとめたプリント例

,第五段階「進路を再検肘する」

四段階「将来を再検肘する」

R階「職業・上級学校を体験する」

「職菜を理解する」

ﾖ己を再麗繊する」

第四段階「将来を再検肘する」

三段階「職業・上級学校を体験する」

：階「職菜を理解する」

「自己を再麗繊する」

第三段階「職業・上級学校を体験する」

＝段階「職菜を理解する」

上階「自己を再麗繊する」

第二段階「職菜を理解する」

-段階「自己を再麗繊する」第一段階「自己を再麗繊する」

Ｐ

組むことが可能となる。【図ｇ】諸能力の視点を入れた系統的な活動計画

イワークシートについて（第２学年を例として）

ワークシート（12頁【図10】）は，生徒がキャリア教育の活動に対して，気付きや振り返り

を行うためのものである。

ワークシートとともに，教師側に対し，指導のポイントや留意点も記載したマニュアル（１２

頁【図11】）を活用することで，キャリア教育のねらいをとらえ，より意識した指導が可能と

なる。

マニュアルには，この時間を活用して育成したいキャリアの能力，キャリア教育に沿った指

導のねらい，指導の工夫や留意点，ワークシートの活用方法例，実践活動後の評価内容や生徒

が使用するワークシートの記入例等，を明記する。

また，ポートフォリオができ，継続して活用できる内容のワークシートを作成する。

生徒側は，次の活動で前時に行った内容を振り返りながら，活用することが可能になる。自

己の気持ちや考えを前年や数ヶ月前と比較したり，調べ学習をした内容などを振り返ることに

よって，新しい発見や興味・関心を膨らませたりすることができる。

教師側は，実践過程での評価や活動計画の見直しの材料とすることができる。

また，クラス替え等により担任が替わっても，ポートフォリオがされていれば，引き継いだ

生徒の変容や進路に対する考え方等も理解が可能になり，三者面談や進路相談を行う際にも活

－１１－
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実
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活助内容

この時間でも育

成できる陸極力
指導内容

披U返り

の窒助
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【図10】ワークシートの一例

ウ実践過程での評価・活動計画の見直しの方

法について

評価については，大きく分けて二つ設定す

る。－つ目は実践過程での評価，二つ目は活

動計画の見直しである。具体的な評価の考え

方を13頁の【図12】に示した。

実践過程での評価は，現在行っている活動

内容が，事前にキャリア教育のねらいとして

設定していた，身に付けさせたい能力・資質

が着実に付いているか，変容がみられるか，

等である。

評価の方法は，キャリア教育のねらいに沿

った活動内容に対して，効果や反応はどうか，

実践上の課題があったか等ｊをワークシート

や生徒の感想・行動等で判断する。

課題があった場合は，担任もしくは指導者

などで相談をし，次回に改善できる内容であ

れぱ，改善を加えた活動内容で取り組む。【図11】ワークシートを使用する際の

また，次回までに改善できない内容であれ指導のマニュアル例

ぱ，改善すべき内容を蓄積しておき，活動計画の見直しや次年度の計画立案の際に検討を行う。

活動計画の見直しは，学期単位や年間をとおして取り組んだ活動内容が，学年毎に設定したキャ

リア教育の目標に到達したか，計画が生徒に対して有効なものであったか，改善すべき点はどこな

のかを検討するものである。

また，年度末の反省では，キャリア教育全体計画に対して，様々な視点から振り返り，修正点・

改善点を明確にし，次年度への計画・立案へいかしていく。

1２

針今人正歴【

§患?irii’１鐵立で



これにより，ＰＤＣＡサイクル

が可能となり，系統的・持続的な

キャリア教育ができる。

以上のことを踏まえ，本研究に

おける指導プランは【図13】のよ

うに示す。
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【図13】総合的な学習の時間と特別活動を中心とした系統的な指導プラン

３授業実践及び実践結果の分析と考察

（１）分析・考察の内容と方法

総合的な学習の時間と特別活動を中心とした系統的な指導プランに関する手だての推進試案に
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基づき，研究協力校の指導プランを作成し，授業実践を行った。

実践をとおして，研究協力校の教師を対象に，「諾能力育成の視点を入れた活動計画の妥当性

（系統性の明確化，よかった点，改善点)｣，「ワークシート活用の有用性（よかった点，改善点)｣，

「実践過程での評価｣，「その他」に関して評定尺度法と自由記述法併用のアンケートを行い，

それに基づいて分析・考察する。その計画は【表３】のとおりである。

【表３】分析・考察の内容と方法

教師’

１－
（２）高等学校における系統的なキャリア教育を実践するための指導プラン実践の概要

ア授業実践の計画

（ｱ）対象岩手県立盛岡商業高等学校第２学年（男子126名女子154名計280名）

（ｲ）授業実践期間平成20年８月22日～１１月７日

（ｳ）指導計画第一段階「自己を再認識する」……･…１時間

第二段階「職業を理解する」・…･…･…９時間

第三段階「職業・上級学校を体験する」・・２時間

第四段階「将来を再設計する」………・６時間

※太枠は，研究者が実践にかかわった時間を表す

【資料１】第一段階「自己を再認識する」の指導計画

【資料２】第二段階「職業を理解する」の指導計画

1４

鯛査項目 対象 調査内容 調査方法 処理・解釈の方法

蒲能力育成の視点を入れ
た活動計画の妥当性 教師

系統性が明確になったか

活動計画のよかった点

活動計画の改稗点

質問紙

実践後に翻査を行い，その記述内容から諸能
力育成の視点を入れた活動ilf画の妥当性につ
いて，分析・考察する

ワークシート活用の
有用性 教師

ワークシートのよかった点

ワークシートの改善点
質間紙

実践後に調査を行い，その配述内容からワー
クシートの有用性について，効果があったか
どうかとその根拠を分析・考察する

雲霞過狸での評価の
妥当性 教師

キャリア教育のねらいを意
麓して活動に取り組めたか

課題が明確になり，欲に改
善させることができたか

質間紙

実践後に餌査を行い，その配述内容から実践
過程での評価について。継続的な捕導につな
がろかとその根拠を分析・考察する

時 活動内容 ねらい

１ 基礎力診断テストを実施 ○自己の職業的な能力や学習知職の定蒲度合いを客観的測定から知る

２ 基礎力診断テストの

事後指導

○自己の能力・適性を理解し，受け入れて伸ばす

Ｏ今取り組むべき学習や活動を理解する

○様々な情報を収集･探索し，自己の進路の視野を広げる
r~､引償ロエ轟き白日、甸三詞土･日上旨Ｉマー月月目百土cし、１－月ｌァ笛密封L弓＋＋汕干Ｌ、Ｌ、f7WhL土少ま警らス

時， 活､h内容 ねらい‐

１
．
２

社会人識話 ○他者の仕事に対する価値観を聞き，受け入れる

Ｏ必要な情報を選択・活用し，自己の生き方を考える

Ｏ生活・仕事上の多様な役割や意義を理解する

○選択基準となる自分なりの勤労観・職業観をもつ

３ 社会人講話の卵後指導 ○学校や社会において，自分が果たすべき役割を自覚する

○生きがい・やりがいを見つけ，自己をいかせる進路実現を現実的に考える

○自ら課題を股定し，その解決に取り組む方法を考える

４
．
５

企業調査・研究

(事前指導）

○企業活動や企業組織の基本的な理解を深める

○職業・産業の動向について，多面的・多角的に情報を集める

○グループ編成をすることにより，コミュニケーション能力を育成する

６
．
７

企業調査・研究

(企業の基本調査）

○企業活動や企業組織の基本的な理解を深める

○職業・産業の動向について，多面的・多角的に情報を集める

○自分の果たすべき役割を自覚し，積極的に役割を果たす
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【資料４】第四段階「将来を再設計する」の指導計画

’７．８

イ授業実践の概要

手だての推進試案に基づいて作成した指導展開案【資料５～６】に従い，授業実践を行った。

【資料５】授業実践の概要

段階一

1５

｜’′Ｉ

時 活動内容 ねらい

１
．
２

企業調査・研究

(企業訪問）

○勤労観・職業観を理解し，勤労・職業に対する理解・寵織を深める

○生きがい・やりがいがあり，自己をいかせる生き方や進路を，企業訪問をと
おし，現実的に考える

Ｏ社会規範やマナー等の必要性や意義を，体験をとおして理解し，習得する

時 活動内容 ねらい

１
．
２

企業調査・研究

(企業訪問のまとめ）

Ｏ勤労観・職業観を理解し，勤労・職業に対する理解・麗識を深める

○将来設計に基づいて，今取り組むぺき学習や活動を理解する

○生きがい・やりがいがあり，自己をいかせる生き方や進路を現実的に考える

３ 企業鯛査・研究

(礼状作成）

,Ｏ社会規範やマナー等の必要性や意義を，体験をとおして理解し，習得する

Ｏ自己の思い等を適切に伝え，他者の意志等を的確に理解する

４ 企業調査・研究，

(個々の握り返りと反省）

Ｏ理想と現実との葛藤経験等をとおし，様々な困難を克服するスキルを身に付

ける

○進路希望を実現するための諸条件や課題を理解し，実現可能性について検肘

する

Ｏ将来設計，進路計画の見直し・再検肘を行い，その実現に取り組む

５
．
６

企業調査・研究

(発表会準備）

Ｏ調べたことを自分の考えを交え，各種メディアをとおして発表・発信する

○自己の思いや意見を適切に伝え，他者の意志等を的確に理解する

７
．
８

企業鯛査・研究

(発表会）

○調べたことを自分の考えを交え，各種メディアをとおして発表・発信する

○多様な勤労観・職業観を理解し，勤労・職業に対する理解・露職を深める

○将来設計に基づいて，今取り組むべき活動や学習を理解する

第二段階「職業を理解する」・・・社会人講話（事後指導）

ペ本時のねらい＞

Ｏ学校や社会において，自分が果たすべき役割を自覚する

○生きがい・やりがいを見つけ，自己をいかせる進路実現を現実的に考える

Ｏ自ら課題を設定し，その解決に取り組む方法を考える

段
階 活動の流れ 鱈…子Ⅱ曇iZi壁藝:ｋ１ｊｌ震嚢三三三！

導
入

１本時の活動内容の砿縄する 前時にワークシート､を用し､。社会人講鯖の内容を

握り返りｄ本時のねらいを脱明する
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【資料６】授業実践の概要
一
「
蘆

1６

Ⅱ
３ 卜前半

度）

部分を記入

lIHillillIIi1l1Ill1Tr畿蕊１１

第一段階「自己を再確認する昨・・基礎力診断テスト（事後指導）

＜本時のねらい＞

○自己の能力・適性を理解し，受け入れて伸ばす

○今取り組むぺき学習や活動を理解する

○様々な情報を収集・探索し，自己の進路の視野を広げる

Ｏ進路希望の実現を目指して，問題をどのように解決すればいいのかを考える

段
階 活動の流れ

橋…子iH塗rbPli1lf::型′薩蘂i三:三！］

￣
、且

たい

写田低の仕執二牝９

平窃爪の仕科二pLgたい

２

qPOt

幡

切氏

呂

但U、

T■エリ包んでL､ろ受

専戎に凸岳勉畳格

中の1ｍや■具＄田

哀哀再三１
ろに行§

この時間で気付いた勤労観.

&率も.職業観を,次回の活動｢基礎

雛：力診断テスト・事後指導｣や
SB

n挽を

｢キャリア体験プログラム」

の業粧選択にいかす

lP壷|壷童室

/Ｕ 、

n分Ｅ、麻Ｌて《れ乙人

何でも枢臣L会える人

Ｚ

＊旗には．今愈で理由も

b､けてさた分｡■nBL6q

できるように－生田◆凸

きたい

＜生徒の記述から＞

･授業に集中する，家庭学習を行うことにより，成績向上や各種検定試験の合格につながることに気付いた

･新聞や専門誌などを活用し，情報収集をしなくてはならないと思った

.規則正しい生活をする，目標をもって生きていく，あいさつの大切さや人に対しての接し方を学んだ

＜ワークシートを活用した指導者の感想＞△は良かった点▼は改善点

△後半以降では，自分が取り組む具体的な内容が記入されており，意思決定能力を伸ばすことができた

△それぞれの項目で記入した内容は，「努力でできる」「心構え一つでできる」「常に心の中に目標をもてる」と

いう解脱を行うとｉ生徒はもう一度見直し，納得している感じであった

▼抽象的に記入する生徒が全体の１割程度おり，そのような生徒達を想定し，より記入し易い設問項目を設ける

ことが必要だと思う



(3)実践結果の分析と考察

授業実践をとおして，研究協力枝の教師を対象に手だての有効性をみるため，検証計画に基づ

き調査を行った。また，生徒の意織変容についてワークシートを使って分析し，育成状況をとら

えた。

ア諸能力の育成の視点を入れた活動計画の妥当性について

指導者の意見として，「これまでの活動が単発的で，職業ず進路意織の向上につながる活動

が一時的なものであったが，系統性をもちつつ，指導を行うことができた」や「これまでは｝

その時間の進め方など悩みそうな活動もあったが，活動計画の中で指導の流れが明確になって

おり，分かりやすかった」のような記述が見られた。

1７

Ⅱ▲ ■

展

開

ま
と
め

【自他の理解能力の育成】

２基礎力診断テストの結果を，

ワークシーートに記入しながら，

振り返る

３インターネットを使い，実施

業者サイトへアクセスし，適性

職業・適性学問の診断チェック

を行う

４「社会人欝話」のワークシー

卜を振り返り，診断された職業

と一致する職業があるか，照ら

しあわせる

５診断された職業や学校の詳細

を鯛ぺる

【課題解決能力の育成】

６希望している進路と適性診断

の結果を比較し，今後の努力す

べき内容を見つけ出す

篝
＝宍弓田罵轟；

検在結果は。参考資料とし。自分を理解弓

の資料であることを砿露する

L菫i二菫二I菫i1il 震
議蕊TI鰻X臘鱈jで議鰯として来た方の騨
慰(蝋し』どのような仕事内容,技術･知織が』
Ⅱ..:.:....･･･､０１.『‘

ザ1-;!(溺孤べろ
{ペハーズ鰯

いと就けないんだ。じゃあ検定試験，『

みよう！」

｢考えていた進路って，簡単に就けないん

|麗醗曇;鰯i｣た職議観…
腰きた

腱

＜生徒の声から＞

･今まで知らない職業を知ることができ，自分の考えていた職業とは別に，他の職業にも興味が湧いてきた

･自分が考えていた進路と一致していたので，今後は希望する進路の情報収集を行いたい

･その仕事に就くためには，上級学校に進学しなくてはならないことに気付いた

・どのような仕事に就きたいかはっきり決まっていなかったが，自分の適性を客観的に見ることができたので，

自分の将来を考えるきっかけになった

＜ワークシートを活用した指導者の感想＞△は良かった点▼は改善点

△実施業者のインターネットサイトへ接続する方法が記戦されているので，指導者の説明に間にあわなくても，

｢操作の流れ」を確認することで生徒は迷うことなく，アクセスできた

▼【今回の成績】の記入スペースが狭い感じなのでもう少し余裕を持たれればよい



また，調査の結果では，キャリア教育の諸能

力の視点を取り入れることにより，活動計画が

明確になるという回答が45.4％，やや明確にな

るという回答が45.5％となり，あわせて90％近

くが肯定的な回答となった（【図14】)。

これは，キキリア教育のねらいや諸能力の育

成を意識することで，指導の内容に厚みが出て

きたためと思われる。

以上のことから，諸能力育成の視点を入れた

活動計画には，妥当性があると思われる。

しかし，年間をとおしての活動計画が不透明

諸能力の視点を取り入れた活動計画の妥当性、＝1１

な部分もあり，今後どのような活動を展開する【図14】諸能力の視点を取り入れた活動計画の

かによって，系統的な活動計画がよりみえてく妥当性

るものと思われる。

また，長期にわたる活動（インターンシップや企業訪問等）に関してはが活動を行う前に，核と
なる職員が担任及び指導者と最終目標までを確認して取り組みを行わなければ，系統性がみえにく

い点も明らかになった。この点は，今後の改善点として検討していきたい⑨

イワークシート活用の有用性について

調査の結果から，ワークシートを活用することは，有

用であったと考えられる（【図15】)。

これは，以前に行った指導を振り返らせることがＪ容

易にできるようになったためと思われる。

また，「長い記述欄が少なく，記入しやすかった｣，「生

徒に身に付ける能力・を評価できる形式であったため，活

動の評価もしやすかった」など，指導者や生徒に取り組

みやすい内容であったと思われる。

しかし，生徒が記述したワークシートを担任が，学級

経営でどのようにいかしていくか等の参考資料があれ

ば，なお有用性が高まるという意見もあった。

ワークシート活用の有用性、＝1１

【図15】ワークシート活用の有用性

この点は，指導展開案の中に，担任が日常生活で活用できる方法を記載し，より系統的なキャリ

ア教育を行えるような内容に改善していく。

ウ実践過程での評価について｝

キャリア教育のねらいを意識して活動に取

り組めたという回答が45.4％，やや取り組め

たという回答が45.5％となり，肯定的な回韓

をあわせると90％を超えた（【図16】)．

これは，指導展開案や生徒が使用するワー

クシートにねらいを明記したためと思われる。

また，課題が明確になった場合，改善・修

正し，次の活動で改善させることができた（５

４．５％)，ややできた（36.4％）という肯定的

な回答も90％を超えた（19頁【図17】)。

これは，指導者がキャリア教育のねらいを意

実践過程での評価、＝１１
(キャリア教育のねらいを意識して活動に取り組めたか）

【図16】キャリア教育のねらいを意識して

活動に取り組めたか

1８



職して活動に取り組ませることにより，

生徒に身に付けさせたい能力が備わって

きているかどうかを，判断できるようにな

ったためと考えられる。

以上のことから，実践過程での評価を行

うことは,その時間での課題も明確になり，

早期の対応もでき，ＰＤＣＡサイクルにも

つながり，系統的・持続的なキャリア教育

に資するものと考えられる。

＝生徒の意識変容について

キャリア教育を意識した活動を行うこと

実践過程での評価、＝１１
(繰題が明確になり,次に改善させることができたか）

によって，生徒個々にも変容が見られた。【図17】課題が明確になり，次に改善させること

【資料７】は，キャリア教育で育成するができたか

諸能力にかかわる意識の変容を生徒のワークシートの記述内容から分析し，考察を行ったもの

である。生徒も様々な活動をとおして，諸能力も伸び，勤労観・職業観が育成されつつあると

考えられる。

【資料７】諸能力の意識の変容状況についての分析と考察

琴房･親早つアシ別

1９

将来設計能

力にかかわ

･夢を持つことが大切であると思った。

・自分や地域のために何か手伝えることを考え，参加したいと思う。

･上司や先生に「言われたらすぐ行動に移す」ことを『実行できるように，毎ｎの生活を送りたい。

･失敗を恐れずに行動に移してみたいそこから感じたり，学んだりするものがあると思う。

･普段の授業をちゃんと取り組むことにより，資格取得にもつながり，進路逝択の幅が広がることが

人間関係形

成能力にか

かわる変容

･色んな人に支えられて，生きてきたことが分かったので，感閉の気持ちを持って生活したい。

･親に感閉し，家族に心配をかけないようにする。

･色んな人を知ることができるので，交友関係を広げるよう心がける。

･学級や部活動の友人以外の交流を多く持つようにして。コミュニケーションを大切にする。

･困っている人を助けてあげられるような力を身に付け，貢献したい。

.新しい友人をつくり，相手の気持ちになって考え，人間関係をよくするように心がける。

･初対而の人とも笑顔で明るく話すようにする。

など，社会人輔話の内容より，「コミュニケーションの大切さ」や「友人，家族を大切にする」等

の記述が多かった。また，社会人講話の事後指導から，他者を思いやる具体的な記述が多かった。

これらの記述は,キャリア教育の基礎基盤となる人間関係の重要性の昭職を示すものと考えられる。

梢報活用能

力にかかわ

ろ変容

･会社に貢献するだけが仕事ではないことに気付いた。

.－つの職業でも，色々な職菰から成り立っていることを理解した。また，入社しても，色んな部署

に携わり，仕癖をしていくことに驚いた。

･お客樺のことを考えて，仕事をする精神に感mllした。

･将来就きたい職種は，どのような仕事を行っているのか，１W報収築を行いたい。

･仕]Irをするということは，お金を伴う分，責任も大きくなることを知った。

.嫌々仕平をしても辛いだけなので，具体的な目的を見つけて仕事をすると，仕事の魅力がみつけら

れることを教わった。早速，今日から実践してみたい。

･学校で学んだことが，結栂会社でも使われていることを理解した。資格取得だけでなく，普段の授

業もちゃんと受けたい。

など．社会人瀦飴の事後指導や基礎力診断テストの事後指導から，新しい職業を知ることができた。

また，社会人鱒賭の舗師より，職業観を感じ取ることによって，これまでもっている職業観は狭い範

囲であったことに気付いた記述が多い。さらには，「上級学校のlUHl壷」や「希望職制の業務調査」を

行いたいといった具体的な行動を記述する生徒が多かった。

これらの記述は，「働くことの意義」を理解し，「学ぶことの大切さ」に気付き，自己の進路や生き

方の週択につながったことを示すものと考えられる。



評栗の専や希望を掴Ｉｆながら．現要

４高等学校における系統的なキャリア教育を実践するための指導プランの作成に関する研究のま

とめ

これまで，手だての推進試案に基づく授業実践を行い，実践結果の分析と考察をとおして，その

有効性を検討した。その結果から，成果と課題についてまとめる。

（１）成果

ア系統的なキャリア教育を実践するための指導プランは，活動内容毎に身に付けさせたい諸能

力を明らかにし，担任もしくは指導者がキャリア教育を意職しながら活動に取り組ませること

に有効であった｡また，これまで単発的に行われてきた活動を系統的に行うことができたため，

生徒の諸能力も伸び，勤労観・職業観を育成することに有効であった。

イ身に付けさせたい諸能力を意職したワークシートを作成することにより，生徒も活動のねら

いを理解しながら，取り組むことができた。

ウ職員間の共通認繊を図る「キャリア教育推進だより」を発行するための留意点や活用方法な

どを明らかにすることができた。

エ実践過程での評価を行うことにより，活動内容の問題点等が明らかになり，素早い対応が可

能となった。

（２）課題

アキャリア教育をコーディネートする職員と指導者が，活動毎に綿密な打ち合わせを行い，キ

ャリア教育のねらいやその時間に身に付けさせたい諸能力を確認しながら，指導を行うことが

必要である。そのために共通認識を図る「キャリア教育推進だより」は，定期的に発行する必

要がある。

イボートフォリオされたワークシートを，担任が学級経営で効果的に使用するための活用のポ

イントを示す必要がある。

ウワークシートは，実践をとおして，さらなる修正と改善を加えていくことが必要である。

●

●

２０

、
わかった。

・自分が考えていた進路目標を達成するため，何が必要なのかが分かった。

など‘社会人講話では，「夢や目標をもつ」記述が多かったが，事後指導を行うことにより，目標

を達成するための具体的な手だてとして，「学力向上」と「資格取得」を挙げる生徒がほとんどであ

った゜

これらの記述は，将来の夢や希望を掲げながら，現実を前向きに見つめ直し，自分が果たすぺき役
割の昭麓を示すものと考えられる。

意思決定能

力にかかわ

ろ変容

・自分が希望していた職種には，上級学校に進学後，仕事に必要な知職・資格を取得してから就ける

ことが分かった。そのためには，今学校で学んでいる学習をしっかり取り組まなくてはいけないこ

とに気付いた。

･適性検査の結果から，自分が考えていた進路とは別な職柧に適性があることに気付いた。以前から

興味をもっていた職種なので，これから情報収集をしたり，色んな醜;舌を聞いたりしながら，真剣

に考えていきたい。

･社会人辮箙では，自分の就きたい職麺の人だった。柵師の先生の箙をUIlき，イメージと違う職業で

あった。次に予定している企業調査・研究では，就きたい職弧を脚在したいが，基礎力診断テスト

で適職と診断された職稲を調査してみたい。

など，これまでのキャリア教育にかかわる活mllを行った結果，自己の進路希望と適性のギャップに

気付く紀述が多い。企業澗査・研究の活nulでは，これまでのワークシートを振り返ることにより，自

己の適性と新たに身に付いた職業観から，これまで希望していた職柧とは違う職種を選択する生徒が

多く鞍った゜

これらの妃述は，これまでの選択肢の中から，比較検討を行い，主体的に判断できる能力が青ちつ

つあることを示すものと考えられる。



研究のまとめと今後の課題

１研究のまとめ

本研究は，高等学校における総合的な学習の時間と特別活動を中心とした系統的なキャリア教

育を実践するために役立てようとするものである。そのため，これまで学校で行っていた総合的

な学習の時間と特別活動の活動内容を，キャリア教育の視点に照らしあわせ，活動計画を整理す

ることにより，系統性が明確になった。また，生徒も様々な活動をとおして，諸能力が伸び，勤

労観・職業観が育成されつつあることが確認された。

なお，成果として次のことを得ることができた。

（１）高等学校における系統的なキャリア教育を実践するための指導プランの作成に関する基本構

想の立案

基本構想の立案において，系統的にキャリア教育を行うための五つの段階を明らかにし，「諸

能力育成の視点を取り入れた活動計画」「必要に応じたワークシート」「実践過程での評価や

活動計画の見直し」等を明らかにすることができた。

(2)キャリア教育の発達に基づく指導プラン・ワークシートの作成

手だての推進試案を基に，活動内容に即したワークシートを作成し，系統的な指導が行える

よう，指導展開案を作成することができた。

(3)授業実践及び実践結果の分析と考察

活動計画に育成する能力と振り返りの活動を明肥することによって，指導者がキャリア教

育で育成したい諸能力を意職して，系統的に指導できることが明らかになった。

また，ワークシートを活用することにより，生徒に過去の活動内容と感じたことなどを振り

返らせ，新たな勤労観・職業観をもたせることができた。

(4)高等学校における系統的なキャリア教育を実践するための指導プランの作成に関する研究の

まとめ

実践結果の分析と考察から明らかになったことをまとめ，指導プランを作成することによっ

て，高等学校キャリア教育において，「勤労観」「職業観」を伸ばすことができるという見通

しをもつことができた。

２今後の課題

本研究においては，第二学年の実践にとどまっていることから，今後，他学年についても実践

をとおして指導プランの有効性を更に明らかにする必要がある。

今後の課題としたい。

Ｖ

［おわりに］

この研究を進めるに当たり，ご協力いただきました研究協力枝の先生方，生徒の皆さんに心から御

礼を申し上げます。

２１
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職業観｡勤労観を育む学習プログラムの枠組み（例）－職業的（進路）発達にかかわる諸能力の育成の視点から
※高等学校のみ抜粋

１職菜的（進路）発達段階と職錘，（進路）発達課題

型liHI〔〕i槌＋のＴ

２職9鋤（進路）発運段階に関わる諸能力

出典:キャリア教沼iOD描幽=関する総合掘湿日岡寛協力者会鱗報告谷~児｡､ﾖﾖ患一人一ﾉ切り錐掎観職舞Hを育てるために～直立教廟k策鰯偲､i当週樺印靭溌センター２０屹年11月）

資料１

職;軸b6f齪勧発達段階 現;熱！《探索･§d6行と社会的移行i魁側の時期

職鐺)勺６僅路)発達課題Ｉ ○自己j理解のiH畠化と自己受容 Ｏ選択基準としての職業観･iii労観のFiE立 ○将来殻:Hの立案と社会移行のiHMiHO進路の現:薄今味とi撰行的懲劫ｕ

四つのi涜域 説明 八つの能力と説明 職;;軸勺（jdl縄）発達を促F;-ために育成Hj-ることが期待される具体的なii遇力・態度

人間関係

形成能力

他者のl固性を尊重しＰ

自己のＩＥＨ１ｌｉを発l剛【しなが

ら，様々な人々とコミュ

ニケーションを図り，協

力・共同してものごとに

取り組tjb

【自己`､理解能力】

自己理解を深め,他者の多様な個１１kを理解し，互いに鶴め合うことを

大切にして行ﾛ肋していく能力

【コミュニケーション能力】

多様な4$i団,組織の中でｂコミュニケーションや豊かな人間関係を簗

きながら，自己の成長を果たしていく能力

Ｏ自己の職業的なiiI:力．､郵世を理解し,それを受け入れて伸ばそうとする。

０１匹昔の価値観や個性のユニークさを理解し，それを受け入れる。

Ｏ互いに支え合い分かり合える友人を得る。

Ｏ自己の思いや意見を適切に伝え,他者の意志等を的確に理解する。

O異年齢の人や異性等b多様なIH猪と鰯こ応じたコミュニケーションを図る゜

Ｏリーダー・フォローアシップを発揮して,相手の能力を引き出し，チームワークを高める。

○新しい環境や人間関係を生かＦｉ－ｂ

ifi報j舌用

能力

学5:こと・働くことの

意義や役割及びその多様

性を理解し，幅広く悩報

を活用して，自己の進路

や生き方の選択に生か

弱

Ⅲ月報収集･探索能力】

進路や職業等に関する様々な情報を収築･探索するとともに,必要な

情報を選択・活用し，自己の進路や生き方を考えていく能力

ﾛ鴎R理解能力】

様々な体験等を通して，学校で学ぶことと社会･職業生活との関連や

今しなけｵM玉ならないことを理解していく能力

O卒業後の進路や；i脇業･産業の励向について，多面的･多角的に燗報を４１&ぬ検iN弓l~る。

O就職後の学習の機会や上級学校卒鋪i寺の蔦Uiii等に関する１W報を探索する。

O職業生活における権利・輯務やF5i任及UWin業に就く手続き・方法などが分かる。

Ｏ調べたことを自分の考えを交え，名利iメディアを通して発表･発信する。

O就業等の社会参り､や上級学校での学習等に関する探索的さ試行的な体験に取り組む６

０t土会規範やﾏﾅｰ等の必要性磑喧蟻を体験を通して理解し,習i:する。

Ｏ多犠な職業観･勤労観を理解し,職業･勤労に対司り‐る理解･認繊を深める。

将来設計

能力

夢やiir望を持って将来

の生き方Uや生活を考え，

社会の現実を踏まえなが

ら，前向きに自己の将来

を股:Ｉする。

【拙趨肥握･翻蘭能力】

生活･住zlF上の多様な役imPや意纏及びその関連等を理解し，自己の果

たずべき役国際についての謡iiiを深めていく能力

【:f直腰目行能力】

目標とすべき将来の生き方uやiig路を考え，それを実現するための進路

計画を立て，実際の選択iﾗTM鶴sで実行していく能力

O学校･社会において自分の果たすべき役割を自覚し、1種的に役割を果たF典

ＯライフステージにJb;じた個人的・tl全的役割や貴任を理解する。

Ｏ将来般計に基づし､て，今取り組むべき学習冬括ﾛﾛﾘを理解可1-る。

Ｏ生き力:い･やりがいがあり，自己を生力壮る生き方や進Bllを現実的に考える。

Ｏ職業に対しての総合的･現実的な理解に基づいて将来を股計し,進路計画を立案する。

Ｏ将）符i鶴ｆ進路311函iの見直し再検討を行し､ｂその実現lこ取り組rjb

意思決定

能力

自らの意志と責任でよ

りよい選択・決定を行う

とともにその過程での課

題や葛藤に1MM種的に取り

組み克服する。

【選択能力】

様々な選lR肢について比較検討したり，葛藤を克HRしたりして，主体

的に判断しＩ自らにふさわし',､選択･決定を行っていく能力

[腺H画解決能力】

ｉ鰯;決定に伴う責任を受け入れ,選択結果に適応するとともに,希望

する進路の割観lこ向け，自ら課題を股定してその解決lこ取り組tF能力

Ｏ選択の基準となる自分なりの1画植観,職業観･勤労観を持つ６

Ｏ多様な選択肢の中から，自己の贈徳と責任で当面の進路や学習を主体的に選択する。

Oij型路希望を実現するための諸条件やH果題を理解し，実現可能性について検il寸する。

○選択結果を受容しぃ決定に伴う責任を果たす６

Ｏ将来殻:ｆ進路希望の実現を目指して課題を設定し，その解決に取り組むも

Ｏ自分を生かLﾉiR割を果たしていく上での様々な課題とそのli蝿Rjifについて検討する。

Ｏ理想と現実との葛藤軽験等を通し,様々な困難を克HEPするスキルを身につける。



岩手県立盛岡商業高等学校キャリア教育全体計画
リアＬ角ニリ目§

生徒一人一人のキャリア発

達を支援し,それぞれにふさ

わしいキャリアを形成して

いくために必要な意欲･態度

や能力を育てる教育

日本国憲法教育基本法

学校教育法

高等学校学習指導要領生徒一人ひとりの個性の伸長を図り，国際的視野にたって創造的に思考し，主体的に行､lできる，心身とも

に健全な人間を育成する。

て創造的に思考し，主体的に行、lできる，心身とも

○家庭学習時間力妙ない

○何事に対しても，稲樋酌に取り

組む姿勢が不足している

○コミュニケーション能力が不足

している

Ｏ明るく,挨拶がしっかりできる。

素直な生徒が多い

現実的探索・試行と

社会的移行準miiの時期 生徒一人ひとりが，個性の伸長を図り，国際的な視野に立って創造的に思考し,主体的に行動でき，心身ともに

健全な人間として実社会で活罰できる。

って創造的に思考し,主体的に行動でき，心身ともに

-ヤリア．．

○自己理解の深化と

自己受容

○選択基準としての勤労IBA

職業観の確立

○将来設計の立案と社会移

行のillMMi

O進路の現実吟味と試行的

参加

キャリア教育の推進による教育課程の｣開LuH[しを含めた，教育内容の充実を図る゜

キャリア教育と進路指導の充実による，主体的な将来職i汁能力の育成と，第１希望のMk路実現をめざす&

キャリア教育の推進による自立性,社会性の溌獲と，主体的に行uibできる支ti鵬勢の充実を図る゜

ｊ
ｊ
Ｊ

１
２
３

Ｉ
く
く

教育内容の充実を図る゜

計能力の育成と，第１希望のMk路実現をめざす&

体的に行uibできる支til態勢の充実を図る゜

＿■

:i簔鰯I:霧
･麓の'１剛B鱗と'鵬…
ＯNb域産業や文化の発展に貢献

できる人材育成)キヤリ7F教育目

第１学年 第２学年 第３学年

【自己理解を深め，目標を明確にしよう】

①学校適応と基礎学力の確立

②他者理解を通した自己理解による目標設定

③将来の進路への関心を高め，ライフプランの作成

【将来設計を定め，学力，自己を伸ばそう】

①幅広い進路,職業，生き方の理解

②企業調査,職場,学校訪問等による自己の価値iijl･

職業観の検証

③将来の進路を明砿にし,将来設計の吟味

【自己実現に向け，チャレンジしよう】

①自己の能力，適性等を含め，進路選択の基準となる人生

観勤労観。職業観の硫立

②主体的で適切な進路選択

③社会的適応力の涜誕

目標

におけるキャリア教育の内容

資料２

各教科 特別活動 総合的な学習の時閏 日常生活・その他

①授業で,成就感・達成感・自己有用感を青tjb

②将来の職業生活に必要な権利,義務等の知醗

技能の習得。

③自他の生き方を探求し，社会の変化等を学び

進路選択の力を身に付ける。

④自己の能力，適性を知り，それを伸長させる

自己教育力を育軌

①生徒一人ひとりがクラスでの役御｣を持ち，

責任感と存在感をもてるようにする。

②ﾛﾐｭﾆｹｰi'ﾖﾝによる人間関係の榊築の大切さ

を学び，社会の一員としての役割を学び

チームのZ璽割生を身に付ける。

③他者の個性を尊重,理解し，自己理解の認

職を深める。

①「自己の在り方生き方を考えることができ

るようにする」（学習指導要領より）

②｢産業社会」とともにキャリア教育の核と

して様々な問題解決のために，自ら考え，

主体的に行動できる人材を青tjb

③諸能力の全てを網羅する，蝿大成と位置付

ける。

①日常生活で\H極的な生徒指導の充実を通し

て，親HitZﾋﾞXi顕やマナーを青tRb

②異年齢築団活!U1によって，「人とかかわる

力」を育成し卜協働の心を青tfb

③保剖i者・地域社会，幼保小中・上級学校と

連携を取り，i1ll携ﾈｯﾄﾜｰｸを概築する。

④就労体験・奉仕活動等による自己有用感,

社会性を青い



、
／

］
「
「各学年の努力目標 学校教育目標

第一学年のキャリア教育目標 第二学年のキャリア教育目標 第三身竺弔のキャリア教育目標 「
キ
ャ
リ
ア
教
育
全
体
計
画
』
に
お
い
て
，
学
校
が
設
定
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
目
標

劇酷月購 主な内容…Ｈ■第学閥層； 釘ｉ－融間へＵ～空な内容主な内容

づくり

婁貝会決定

くり

Ba会決定

くり

BH会決定

を自己･他

理解す

自己
自己日観を る゜

2K轄望塑杏

ヤリアアップロ､座

泊研修など

暗望超訂Ｆ

リアアップ函座

など

リアアップ餌座

など

第=段階１－主な内容 第二段階１．主な内容 第二顧階Ｉ主な内容

ガイダンス 粟の見方

9k隣センター9式験の脱明

,ガイダンス鑿H窪:ヱ
ﾝﾀｰﾝiﾉｯﾌﾞ事I鵬則り

など ど

關
な

輌鯛吻力卿

職
蜑
霜
乎
勤
署
型
観
の
寶
嘔
厩

職菓を理解 る R､集を 進路目標のる

鯛､会

･学校見学など

第三劇瞥ｌ主な内容 第三FH鱈）－１主な内容． 第三月U闇ＩＴＷ…主な内容

喝･学校見学

ンターンシップ

れあL超日1葛体験

兜実習など

場･学校見学

ンターンシップ

オLあし咀護体験

’

職柔・且蔑

体験す

を 進温翻目爵、の
職案 る

など など

:H四囲i皆Ｉ主な内容 第四段階Ｉ主な内容 第四段階 主な蕨溶

粥》蝿 》脇 》》■白イ
6

将来
将来を 雛墳２． などる

第五段階Ｉ主なpH密． 第五関間ｌ主な内容樹H五顧階Ｌｌ主な内容

種反省(期末･年HUD

年度へ向Iﾌﾞての抱負

など￣フ

民､,見方

と箔る会
度へ同1代の抱負

など

粟生と膳る会

ナーアッブ鼬座
進路目 未来への準Ｎｉ臼する

など

各学年が設定した努力目標の達成にもつながる

｢;蛤的な学習の1割111｣や1輪ｌ３Ｉ活Bh」を中心に，「名敏科Ｊ＋脚活ｉｉｉ掴Hj＋「日常生濁などでそｵじぞ鮴Lの活iii内容を意職した取り組みを実施

資料３



自分の適性を理解しよう
～基礎ｶﾛ錨rテスト事後指導～

特ｳﾞ311活動で実施

必要時間：１時間活籔鰻所：パソーンの使える教室

○自己の能力･適性を理解し，受け〕Ｗて伸させる

○様々なh;報を収集･探索し，自己の進路の視野を広げさせる

○今取り組むぺき学習や活､力を理解させる

Ｏ進路希望の夷児を目指して，Ｆ】題をどのように＃i狭すれI幻､いのかを考えさせる

Ｏ基礎力診断テストの診断結果を客観的に受け止め，こｵuがらどのように取り組んでいくかを考えさせる

○基礎力診U9fテストの結果を基に，進路の選択を広げていく

○理想と現実の違いをしっかりと受け入れさせ｝その問題をどのように解決｢す弓ればいいのかを考えさせる

Ｏまとめの段階で，こｵub､ら自分がどのように目標に向かって取り組んでいくかを投げかけ，意朧付けをさせる

ｆ

資料４－１

□【人Ｉ 関係形成能力】－自他の理解

□【’ 簗庫陛冒+能力１－ﾈe害IⅡ 2握・ 認識

ロ【意思決定能力】－課題解決

活動内容 指導上の留意点

導
入
８
分

【役圏肥握･鹿M賎iE力の育成】

○本時の活Uih内容の確認

配布物：基礎力診断テストの結果

ワークシート（自分の適性を理解しよう）

○本時の流れを説明

･パソーンにf冠ZFiは入れさせなし、

･キーボード等の机'三M啓理（作業が入るため）

○本時のねらいを生徒に明確に伝える

･基礎力診断テストの結果から，自分の学習に何が足りないの承今後ど

のような取組をすれI｡a,､いのかb自分が望んでいる進路にはどのような

知織･技#iが必要なのかを理解する

○進路i圏択の参考となるデータであり，この結果で進路が全て決まることで

はないことを生徒に伝える

展
開
「
諏
分

【自他の理解能力の育成】

○基礎力診断テストの結果を，ワークシートに

記入しながら振り返る

○パソーンを起皿府十る

Ｏ基礎力診断テストの結果の貝ｺﾗを解説する

･ワークシートに沿って，各項目を記入させる

･15分程度を目安

○インターネットを使い,実施業者のサイトへアクセスし,Ｉ雛も職業･適性

学問をチェックさせる

･検索キーワードト式［パネッセマナピジョン」と入力

･サイト内のメニューポタン、職業・学問」をクリックさせる

．I適職･適学チェック」のボタンをクリックする

･面面上の((得意分野Wi;》をクリックさせ,質問項目に各々答えさせる

★40項目ありま弓ﾘﾗO:。３分程度で終わります

･新しし進路の発見/や自分の希望する進路と似たような醐糎があることを

理解させる



､

□自己の能力・適性を理解し，受け入れさせることができたか

□自己の進路の視野を広げさせることができたか

□今取り組むべき学習哺括､力を理解させることができたか

□進路希望の3圏剋を目指してその解決に取り組tR方法を見付けさせることができたか

□新たに気付いたHiENuを基に，インターンシップや企業見学左どの職nmためで活用する

□定期考査や池の診$５１テストなどを行う際,振り返りながら勤労観.､鰯:掴を育成する

□「なるにはチャート」を基に，個々の進路の道筋を明砿にさせる

など，個々に対応できるようにしておくことが望まししも

資料４－２－

○向いている職業・学問を１１Nぺる

○診断i吉果をワークシートに妃入する

○診断i吉果より，興味・関[Jのある職､､を深く

､､在する

○「社会人謂話jの８１ｉi引珂MnmiをHHIぺる

○質問チェックの回答を見て，生徒に向いている職業・di創刊Uを剛リペさせる

(就剛Biや進学の希鐡±一切関係なく実施）

○診断結果で出た項目をワークシートに記入させる

･キミのタイプ1土。。－向いている職案_向いている学HHの順

Ｏ診$951吉果より，生徒が知らない職業や上級学校などを;iC付ﾌｳｾ,視野を広

Ｉｆさせる

･興味・関心のある酋剴UPt割i開､を２つi遇〔（深く恩Uペさせる

ｏ「仕会人鋼鯖jのワークシートを握り返り，講師の職業を検索させる

･どのような仕U田内容力】技術･知識が必要なの力をmUペさせる
￣ま

と
め
５
分

【狸E且解快能力

○本時のまとめ

の育成】 リソーツンート苞用い，＝TI”｡ｂ用【リカｕＵ公へさ'ＡＩ谷口W字1丁関H，刃｢し、女U1Tいｱﾆ

ことなどをまとめさせる

・ワークシートの回収

Ｏ進路に力功わる相IMU±担当組織やガイダンス等も1罰Ｂｉに活用できること

も伝える



－－￣■￣￣Ｄ￣‐▽■￣￣￣向マーーe￣－－℃■■－－－－－￣～￣勺一

【S回の庇、“
客観的に振り返りをさせ,次への

意欲につなげるようにさせる意欲

【人HO関係形成能力】－自他の理解

自己の1M2カ．適性を理解し，受け入れさせるこ
●｡●-し■■

日鍾のよかった教科l土何でし

￣、

H歯H日の悪かった教科I土､、ル

･自分の子塾と違っていたH歯科は

何でしたか？

ﾛ.｡の基国力H2u庁テストへ向けて，得点アップのアドバイスを盛型しよう

国語

返却した解脱に妃載されている
Ｏ

城要約してﾛB入させる

退
城【意思決定０２力】－蝶題解決

今取り組曲｣べき学習や活libを理解させることが
－■ｸﾞe℃

数学

－■ｸﾞe

英硲

自分の向いてL喝職襲や宇闘亭轌掴〃てみようう ベネッセのサイトまでの接続の流れ

時間が余ったら．職案や学校などを四

ぺさせてもよい。

全員一鋼二同じ作案をさせる

ベネッセ（

時間が余‘

ペさせて：

全員一鋼

Ｅ且作のG色iL】

Ⅲｲﾝﾀｰ……-審ﾜｰ…窕一…＿焉忌弓手冒夛局
をクリック→ペネッセのＲＦナピジロンページへたどり塙く

２メーューポタンの、面ﾖﾐ･朝田｣をクリック→町議･Z艀チェック」の噸タンをクリック→

－画､上の畑９分､庶囚をクリックＬ、fUHWIB40Jjimﾏぐてをチーックしていく

マナピジ旬

ンをクリック→

､く

職菜によってI土進学も必要になって

くる。どのような学部があるのか．そ

こで何を学ぶのかを理解させる

職菜によ

くる。ど

こで何をＩ

診断されたキミのタイプは？：

、､てP､劉盆四＄しRq8Ufされ＃Eのl土Ｆ１でし画､？ Ii可いている邑済uUとﾛ鏑iされた
￣

生徒が知らなかった職業などがある

ことに;H1引かせる。

また．希望している進銘が．不可能

になっても近い（似たような）仕事

もあることを理解させる

【人間関係形成能力】－自他の理解

自己の能力・適性を理解し，受け入れさせるこ
●□◇－～●.?

ことに

また、

になっ

もある

させるこ
□◇－～●.?

る
で
》
騨
琿

吃
艶
で
内
さ

「なるにはチャート」から．自分が

望んでいる進路は．どのような方法

で達成できるのか．どのような仕事

内容なのかを理解させながら．配入

させる

黒竿一些些
仕勲"W￥

ふさわしい人

【将来股８１能力】一役卸llFt屋･gg職

自己の進路の視野を広げさせることができたか

anPHP型

こう

【意思決定iゼカ】一隅題解決

進路希望の：因32を目指してそのﾙﾘ狭に取り組む方法

【意思決定iゼカ】一隅題解決

進路希望の：因32を目指してそのﾙﾘ狭に取り組む方法

肱ろに

資料４－３－

貝取りの視点



この時nWしたいキャリアの能力iiiiiiiliiiiiiii鱗：iiiiiiiiii1iiiiiiliiiｉｉ自分の適性を理解しよう
～基礎力診断テスト事後指ﾖﾄﾞ～

蝋
【人間関係形成能力】－自他の理解

I将来設計能力】一役答把握･鯛職

[意思決定能力】－課題解決実施日：

提出鐘切曰：

ｊ
ｊ

月
月

く
く

日
日

まで

亘囮勁雪蘭テヌFDD､盲果蓬息､己丁進E歸望を麹里してみよう

【今回の成圃Ⅱより

現在考えている進路希望と向いている職業で一致しているものがありましたか？

知らない職業がありましたか？

進路を決めるに際し，不安なこと・聞きたいことがありま弓lうい？

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｎ
Ｎ
Ｎ

／
／
／

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

～

資料４－４－

自分の向いている職業や学問を整理してみよう
徴

し

教息 名 理由は？

成績のよかった教科は何でしたか？

成績の悪かった教科は何でしたか？

自分の予想と違っていた教科は

何でしたか？

‘〔回の基礎力診断テストへ向けて，得点アップのアドバイスを整理しよう

国語

数学

英語

診断されたキミのタイプは？：

向いてし､る職業と診断されたのは何でしたか？ 向いている学HHと診I＃iされたのは何でしたか？

【操fFの流lL】

１インターネットをiZnb→祷僑キーワード陛ネッセマナピジョン」→泊enesseマナピジョ

をクリック→ペネッセのマナピジョンページへたどり藩く

２メニューポタンの｢職業･学問」をクリック→、圃諏&･適学チェック」のボタンをクリック→

勢



『向いている､鶴劇と診断された中で気になる職業を２つ息B入しり調査をしなさい

資料４－５－

職業名 （）

仕頸の内容

ふさわしい人

就嗣EIki兄

こうすればなれる．資格

【なるにはチャート】

；

職業名 （）

仕則Fの内容

ふさわしい人

就職tR祝

こうすればf直れる。資格

【なるにはチャート】

：



１他者の価(iﾛ麺存受け入れる

様々な視点で社会を見てきた;Ｉ1節の価値目Uや勤労ifH･職業観を聞くことにより，勤労･職業に対する理解を深めさせる。

２自分の将来と関連付けさせる

心では「なんとなく」将来のイメージを持っているが，鯏師の話から，自分の将来のあるべき姿をイメージさせる。

３次のステップへとつなげる

次時では，これを基に後期の目標設定やこｵ！"ｳﾐら自分１０:どのように生活を送るかを指導する時間を股定する。

あわせて、本時に使用したワークシート壁活用し、こｵ功､らの生活の仕方を考えさせる。

資料４－６－

活動内容 指導上の留意点

導
入
５
分 ○本時の活､h内容の確腿

○調節紹介

配布物：ワークシート（社会人:翻舌）※１:葡師につき，１枚

０本時の流れの脱明

.ｌクラス２名の:､師を２時間行う

.:瀦舌終了後，ワークシートにまとめ，回収することを指示

○本時のねらいを生徒に明確に伝える

･そ』T壱I1j趣う分野での職業人で,いろんな価値IiUがあるので，これから

のif哩騨麺尺のヒントとなる話を聞くことができる

.名分野の第一線で活B翻されてる方々のお話を聞き，社会では,どのよう

な人材が必要なの力、Ｈ諦校生活I丸何に努力し，どのような準､iをして

おくべきなのかをしっかりとメモをとりながら聞き，理解する

Ｏ剛下前に職､璽会t七名，氏名をW錘恩しておく

･調節名の昂ii6Kと氏名を板書する展
開
諏
分

○１講師あたり２０分程度の蛎話を目安

(２０分×２講師）

Ｏ聞く側の基本的なマナーを大切にさせる

.'鋪ｹﾞimE舌のImi1i1OFF

.;FA顕ｂ居眠りはさせない

○質疑応答の時間を用意する



□企業調査･研究を行う際の1iinmi決めをする資料として活用する

□基礎力診断テストの本後指導を行う際のHiR業調査の資料として活用する

□別な社会人講話を行う事前指導として，本ワークシートを振り返らせる

□進路希息W:Ｎｉ森や職霧11ﾍﾟの際，調節の方々の職業も鯛ﾖlEを行わせ,職業観を広げさせる

など，様々な場面で,この時1M】行った内容を振り返り，意職付けをさせることができる。

資料４－７－

ま
と
め
５
分

○全体的な質疑応答

０１妄(付いたこと」

｢自分で行､力に移してみたいこと」

I確認項目」を記入

○１時間の3鰯１hoz終わった段階で，全体的な質疑応答がある力確蝿

Ｏ箇条笹Fきでもよい

○ワークシートの回収

.:己入が間に合わない場合にIま課題とし,週明けＳＨＲ時に回収すること

を指示

i蕊i霧i1di1iiiiiii露iiiijii護薑薑
ｐｌｈ者の仕啄Iに対ﾖﾘｰろ価､銅Uを聞き，受け入れさせることができたか

ロ必要な情報を選択･活用し，自己の生き方を考える参考にさせられたか

□生活･仕研F上の多様な役割や意義を理解させられたか,

□選択基呵gとなる自分なりのiib労Ｉｉｌ･職業観をもたせることができたか



灘師紹介をしている間に記

入させる

灘師紹介をしている間に

入させる唾印｡． 氏

■■色些凶＝制＝２】

（Ｈ２入Ｂｉ:製造嚢i酊目蕊ＲＥ築英もし<I主キ乞虹会咄bOOI
LＬ

【～〆

皿廷四E空ﾒﾓ】

箇条１１Fき

:鰹
導入段階

箇条１１Fきでもよい

:ﾘﾘ師が板書をしないことを前提に，メモ

書き程度でもいいので，記入させるよう

導入段階で指示

【人IIB関係形成能力】－日他の理解

他者の仕事に対する価if観をulIき受け入れることが

できたか

講話で聞いたことから，自分

が実際できそうな行動（遅刻

をしない，あいさつをしっか

りやる，など）を記入させる。

この函話で気付いた・知甸ガール

【底毎コ■で男よい】
ここの調話で気付いた･知ったこと

歴心郵冗もよ0⑪

この調話で気付いた・知った戸と
歴心麺円ﾛもよ”

自分で、10に移してみたいこと
、RE⑭璽円ＰＧよい）

自分で、10に移してみたいこと
、RE⑭璽円ＰＧよい）

自分で、10に移してみたいこ
、RE⑭璽円ＰＧよい） 次時ではこの部分を使って，

後期の目標設定をする参考資

料となる。

箇条嘗きでもよい。

【１W報活用能力】引1；報収築･探索

必要なI間報を選択･活用し,自己の生き

方を考える参考にさせられたか

１W報活用能力】引1；報収築･探索

要なI間報を選択･活用し,自己の生き

を考える参考にさせられたか

Ⅱi報活用能力】引1；報収築･探索

要なI間報を選択･活用し,自己の生き

を考える参考にさせられたか

【将来HH3f能力】一役!n肥握･&忍璽ｉ

生活やti剣r上の役剛･意凝を理解させら

れたか

ら

れたかれたか

１胡6Fの方の威粟にt麹IしてEいたいと皿いま可70,？ＹＥＳ’、

２１でＹＥＳの増合､なぜだとＨ１いますか？倶１４曲98P凸H竃司るこど）

１胡6Fの方の威粟にt麹IしてEいたいと皿いま可70,？ＹＥＳ

２１でＹＥＳの増合､なぜだとＨ１いますか？倶１６１町lE蛍ＢＧ可

？ＹＥＳ'、

l仰鈎BP全困G過ること） 講話で聞いたことから,騨窪Eを

して記入させる。

こと）

－－－－－￣￣■■■■■■￣￣￣￣￣￣■■￣￣－■■■■－■■－－－－－￣￣■■■■■■￣￣￣￣￣￣■■￣￣－■■■■－■■

次時ではこの部分を使って｡後

期の目標段定をする参考資料

となる。

箇条書きでもよい。

こ○こ○

￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－－－－＝－－￣--￣●￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－－－－＝－－￣--￣●

:W師の賭を聞き，自分がその職業に向いてい

るかどうかを自分なりに斗咽ｊｉさせる。

その理由を寵入Pすることにより，勤労観･職

業観の気付きが生まれてくる。

この部分を便つご唾県蝿Ｅ･砺R｣の乗
沮選択をする際の握り返りデータとする。

資料４－８

釣B三劃R盃

具取りの視点

【意思決定能力】一週沢

避択基準となる自分なりの価iI風職業

観･ｉｉｉ労観を持たせる意欲に繋がったか



氏】唾駆昌２

睡種もしくは会制名： 】

（記入例:製造業，通信業，建築業もしくは，株式会社○○） 鰹
歴露内容をﾒﾓ】

１講師の方の職業に従事してみたいと思いますか？ＹＥＳ／ＮＯ

２１でＹＥＳの場合，なぜだと思いますか？（具体的に記述すること）

資料４－９－

閨lTF再i三三F=~￣

□【人間

□【 胃報活用能力】－ 胃報収集・探索

已田でT刀巨nＸｎ 能力】一役脅 巴握・認織

□【意思決定能力】－選択

自分で行動に移してみたいこと

(箇条g】きでもよい）



ｏ２詞交や社会において，自分が果たすべき役割を自覚させる

○生きがい・やりがいを見つけ出し，自己を生力せる進路蘂見を現実的に考える

○自らlURRgをH2定し，その解決に取り組む方法を考えさせる

Ｏ単なる'何になりたし､力刊の夢だけではなく，社会人舗話の内容をBMiまえて,考えてい力せる

Ｏ仕事関係・人l閉関係・趣味等からやりたいことを書き，今何を-ウヲfLぱいいのかを考えさせたい

Ｏ仕会人鯛図舌で行ったワークシートを参考'二「気付いたこと・知ったこと」「行Ni力に移してみたいこと」などを握り返らせｂ本詩の

ワークシートを完成させる

資料４－１０－

|霧'1蘂鑿甕

活動内容 指導上の留意点

導
入
５
分

○本時の活動内容ＵＤ砿８３

配布物：ワークシート（自分ができること）

○前時のワークシート（社会人8織刮を返去､する

･補足R兇明や追加の旨日付資料等があったら行う

・ワークシート（自分ができること）を配布する

○本時のねらいを生徒に明閥､に伝える

･社会人:櫛話から感じたことを自分のﾆｵuOnらの生活にどのように役立て

ていくの力§また,進路目楜錘成のために自分がどのようなことに取り

組んでいけばよいの力を考える時間とする展
開
頭
分

Ｏ前時uDg博話から，

｢気tIいたこと・知ったこと」

Iｷﾞﾗ1,hに移してみたいこと」

､曜詔項目」を発表

Ｏワークシート前半部分記入（15分程度）

駒15分後）

○I社会人舗話｣のワークシートと本時のワー

クシートを見比ぺる

○前時の社会人鋼l活の内容を振り返る

･００氏は商BZ時代にこういうことをやって欲しい,ＣＯ氏は仕噸をする

上で，このよう７h日楽しい，大変な場面もあるなど

Ｏ発表した内容は他者の価価目Uとして，受け止めさせる

・２～3名の生徒から

･発表内容Iま簡単に板番する

Ｏ現実的に取り組める内容を考えさせながら,ワークシートに沿って各JFi目

を配入させる

･算用数字の１～３までの項目を記入させる

･15分程､rを目安に実施

･発表はしないので，素直に記入させる

C約15分後）

ｏｎ士会人鋼話｣で妃入したI気付いたこと・知ったこと」

｢自分で行､力に移してみたいこと」聰置認項目」と照らし合わせｂ具体的

な目標を考えさせる

来設許H指力】一役急肥握． 認mｉｉ

課題解決



□学校や社会において，自分が果jEFすべき役割を自覚させることができたか

□生きがい･やりがいを見了つけ出し，自己を生力せる進路目唇見を現実的に考えさせることができたか

□自らﾛN題を82定し．そのＩ\i快に取り組む方法を考えさせることができたか

資料４－１１－

Ｏワークシート後半IiB分記入（10分程度）

Ｏ記入の具体例を拳I汎後半部分の:己入をさせる

･自分がどういう行､b等を行えば現実になるのか,上ZBの例を挙げながら

考えさせる

ＯＢ已入の際I主具何軸な行ﾛｶ内容を８２入させることにより，自分の果たす役

割を意N鼠させる

･項目毎に分けず，大枠でR己入してもよい

･箇条書きでもよい

01）u､指導を行い，記入さｵTている力砿昭を行う

.うまくﾛ己入できない生徒にI主過去の体験から考えさせてもよい

板替例

(二人jbBfiｺﾞUZカルた1,リ

↓

珊麹師になりたい

↓

(そのためにわたしは・・・）

↓

生物をクラスWz均U愚以上

とれるようにしたい

(ニハな人と会いた1,リ

↓

人のfK持ちが分かる人'二

会いたい

↓

(そのためにわたしは・・・）

↓

色々な人と出会って飴をしたい

ま
と
め
ｎ
分

Ｏそｵ1,ぞ11の項目が.今後の学B[鍾舌を送る上

で，どういう意味を持っているのかを理解

する

Ｏそｵしそｵ1"､項目の｢～できる内容」を巌Zみ上げ，自分が果たり-べき役割を

自覚させる

･左側＝「自分の努力i9〔第で出来る内容」

･中央＝「`[綱え－つで出来る内容Ｉ

･右側＝噛に`[Pの中に目標を持たせる内容」



将来こんな○○をしたい１１劃麺…“て<周竺`、 自分の率直な気持ちや．前回のワー

クシートから盛じたことから，どの

ようなことをしたいのかをJuH酌に

妃入させる

lこんな位､pHしたい

ｚこんな資格を取りたい

３こんな知議をjIiやしたい

lこんな人に会いたい

２人(家崖や友人など〕のため

にこんなことがしたい

こんなところに行きたい

こんな生活をしたい

…ためにこん鞍こ』ヅしたい

『たい

、

§こと;｡；

１
２
３

「こんな人に会いたい」I土人名で

はなく、“こういう努力をしている

人、やロこんなことを一生懸命して

いる人”など．具体的な妃述力圏ま

しい

例：中村t鎌6に会いたい

↓

（なぜ？）

1. へ1－一一二二１

【将来殻i;hiE力】－役割把握・總織

生きがい･やりがいを見了つけ出し，自己を生かせる進路

§圏aを現実的に考えさせることができたか

【将来設計iiE力】

生きがい･やりがいを

§圏aを現実的に考えさ

２=＿－－－－

印■●■■凸▲｡■▲●●ローーーロ｡■□の勺◆●●●●●●●ＣＤ｡●●ひＤＣ●●●①￣･-

●●●●●●●●●●Ｃ●己

３ ３
－●ｃ●●－－－－つ￣｡●■ｃ●●●●●●●｡●の●●●●●ウウ⑤一一⑪●の●●●●●ウウ⑤一一⑪

どの して．上孚くなっ

たのかを田きたい■■■■＆■■◆●■⑥●●●●△｡●●▲▲｡■▲｡－｡▲●●｡□●ＣＣＣＣＣ●●●●●●■①

そのためにわたしはこんな努力を．・・・￣

自分ができる具体的な行ﾛｶ内容を配

入させる。

.上【曰では項目毎で分かれている力ｆ

ここでは項目毎に分Iﾅﾘ９大枠で

記入させる。

【将来設計能力】－役割把握・認織
学校や社会において.自分力操たすべき役留１１を自覚させること

ができたか

【意思決定能力】－課題解決
自らR閑題をHH定し,その解決に取り組む方法を考えさせること

ができたか

【将来設計能力】
学校や社会において．

ができたか

こと

【意思決定能力】

自ら腺題を設定し,そ こと

ができたか

全員力咽２入し終わった段鱈でi舌す

自分Ub喋たすべき役割･宜任を

感じさせる

●■■■■￣￣■□￣■■■■■■￣￣■■■■■■■■■■￣■■■■■■ロー■■■グー￣￣￣￣￣￣￣￣'■■￣￣■■￣￣■P■■￣￣￣￣■■￣■b､ p￣￣■■￣￣■■■￣￣￣￣■■￣￣!■D￣￣￣￣■￣
0■

0－ ‐ｊＬ－－－

資料4-12-

ｙ
■

臭取りの視点

心WIえ－つでき

二宜已■

自分の努力次第

でで空番pq副巳



Ｐ

諸能力具J攻Dの視点

将来こんな○○をしたい!！ ※巫宙金日切uﾉてください

１こんなところに行きた１，Ｍ

２こんな生活をしたい

３社会のためにこんなことが

したい

１こんな人に会いたい

２人(家族や友人など）のため

にこんなことがしたい

１こんな仕事がしたい

ｚこんな資格を取りたい

３こんな知識を増やしたい

１１１
●●￣●●●｡￣￣￣■●￣￣￣￣ＣＣＣＣＣ－Ｃ●●￣￣●■■●①■●●⑤●｡●Ｃ●■｡●￣■

U■■－１■U■－ﾛ■ﾛ■－－＝■'しｍＤＣＣＣＣＣ●ＣＣＣ｡●●￣｡●●●●￣●￣￣￣●●●￣￣●￣

２
□●●●●●●●●●●｡□ロロ●ロの￣｡■⑤■の■●￣■￣●｡｡■￣■￣巴■●●⑤●■￣、

２
●■■■●●●●●●●●｡□●字のい￣■■■■■■■■■申一■■■⑤⑤ひ￣｡｡■￣￣の■⑤■

２

３ ３

ＣｏＣ●ＣＣＣ●ＣＣＣｃＣＣ●ｃｃ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ＣＣＣ●●●●●

そのためにわたしはこんな努力を.・・・

、
０
０
０
０
０
０
０
ｆ

容
一

内
一

Ｆ
『

〃
０
０
０
０
０
０
６
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、
０
０
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０
０
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シ

容
｛
内
｛

一
「
率
一
歩

で
一
刮

一
幻
缶

一
料

一
資

夕
０
０
０
０
０
０
０

℃
０
０
０
０
１
０
リ

グ

容
一
「

内
一

藷一で
－

６
一

一
『

グ
ー
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
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第２学年キャリア教育目標：将来設計を定め，学力と自己の能力を伸ばそう

凹科５－１

、〆〆

具体的目標
①幅広し､進路，職業，生き方の理解
②企業調査，職場，学校訪問等による自己の価値観，職業観の検鉦
③将来の進路を明砿にし，将来設計の吟味

（
自
己
を
再
浬
嵐
す
る
）

浦
一
段
財

一

（
画
集
を
理
解
す
る
）

扇
二
段
園

史血月

７月

､月

実窟月

B月

B月

白月

主なP噸：
(RI1釣白び８必只輔田砥）

１面円幻一一ロョ

⑩となる
■、Ⅲ

■■力⑰断テスト（１時田）

岳目力Ｂ田テスト（＄堕桾■８１B9面］

主な内回
(日休的円⑪８必要、田蜘

杜.白人田屈（１－基ロロ）

社会人旧堀（＄仇旧導：１００，）
●

キャリア体殴プログラム【企岱餌査・画文）
に白けた卒的■五（■、⑩■■三二１時罰）

Ｉ

総
合
的
な
学
習
の
時
悶

輪
廓
匿
助

特
別
活
動

､円
二の旧助でも
姓できる硲回力

【ロ迫のⅢｶﾖ02力】
【伯■収帛・祖氏肚力】

【ロ己の、用、力】
【臼■母■・秤■⑭命２
【皿餌lR邑力】

百
ｇＱ厨四でも
戌沮自己■他力

【n個の、現OG力】
【伯回収品・匝定８８力】
【役捌但■・田■ｎJ､】
唾､Ｒｎ力】

【世輯矩■・皿■
【■1m肝暁1m力】

、力】

主な姐専内⑰

事gU卒■：伍正jH践・工妬１日印の皿回石とのOTら合わせ

①H3束巧査のよう⑬テストではむく･四分を客柧的'二見てくれ50k五であ凸
二とを柑吊

⑳今後｡､早牡生砥を田るとで．ロ分の■性やロカを正Ｌ(判菌してくれる枚
五であることを皿隅させる

ﾜーウシート（、分の困位監皿解Ｌよう）

①各GB項目の四Fを毎名０，筋■■ＥＴＩ二■明（プリント■ちでも可】をする
②屈画と、笛された』､岳匡ワーケシート各住い．■丘をする
⑳快丘廸凪は主位に返却し、ロ分のn日⑤こい【虹づかなし､）ことを匝咀させ
る

③pU狂方筐は．インダーキットや掴こせ,■■扮切毎ｍ､などを活用させる
⑤インター＊ず卜の使える■■が少卒い咀白は．、因■反Ｚ寺そ行L､．±且
がｉｎ垂で巴凸ようIﾆする

史ｎ幅■内か

四通を冊う曲■の匝甘・＄■
【マイケの1U■・白■レイアウト）
ワーケシート（杜台人臥已）鰯■臼１名につ官．１位

、RETの■、を生9M二＄的に伝几．その■左の■nmや■裏■・日醜､皿を受
け入れさせる
②征毎句は行わないことを、田に．ロ分で大切なヒニらはメモを取りな郡ら
■くよう扣示すら

⑪$笹田＄では．■、の■を受けて．■々の､ロ但定を行わせる

ワーケシート（ロ針畝でＣ凸二と）

①飼時に使用Ｌたワーケシート（杜余、毎劃）を、忠
②社会人■脳００円⑪をワーワ9ハート（n分畝で自ら二と）を便づて，摂り返
らせる

③それぞｵLdO■uたことを述べさせ，伯Ｂの写⑪、空受け入れさせる
④社会人■囲の内回と他白が感じた内5Fを朗衷凡て．社会人'二なる笛'二．白
分はこれからどのよう'二生田きしていくか．ロ祖を行えさせる

ワーケシート（キャリア休域プログラムの全休の皮れ】

(キoPリア体践プロゲヮム①）

①各■■毎で．キャリア体使プログラムの白体の臣OLを洩U9する
②次回に予定しているキャリア休曲プログラム（企虫杭定~･曰BEJを行うた
■bの軸■■歪であること各匿える
３匝伍の、■感牢伯や珀岨⑩寅囮にあわせて■宝する
l沿壷の旧BHUされたnBnやインターンシヮプヰの内剛二よる）
(平均＆－日■■、反日（Ｒ）目迅黛・サービス魚・蟹田ロなど）

③友人同士で囚虐ら⑩ではなく、ｎ分が円采何畳Ｌ定いのかや劃宙に行った
「社会人胡■」や『■囚■■■」などをエリ■u、■ぺてみたＬｍｍを■
几させる

⑭各クラスがまとまったIHI財で．人徳■Ｔと■企⑭ユモ⑩■■を扣郎すら
祖日名を侠囲Eすら

⑫■ｍ毎CD出庫鉤をfP国する

戻り記uの活、

BHIﾆｹﾞiっ上「杜
白人■■」より．
世尊nPPpL己匹
内⑰壱低り泪りむ
印ら扣郎を行う

■uⅢuの厨助

のあい
の大ID
せる

甲UV'二行っていた
『キャリアガイダ
ンス」や「■ⅡB■
酉白」のＲｎを摂
り困りながら佃辺
管行う

企■を円恨をする
■．■的Iﾆｹﾞ6つ上

｢仙色人■皿」や
『五足■■■」な
どのワークレート

を岳リェリ．研究
ＬＬい企丘Ｅｎ印
させる

ワーケ9夕－１Q名

①口分の遭仕をⅢ編しよう

N５用する
ワーケシート名

⑩3,企▲■正

①杜白人■賭
(前ﾛOに■繭３Vみ）
②ロ分向Uで宮ること

①キャリア体、プログラムの全休
のEMU
⑭キャリア体、プログラムの

■郎把nＷ0回■（次回へ活かすことなど）

ロ
ロ
ロ
ロ
れ

ロ巳⑤ｎカ．逼位ＥｍｎＢＬ受けJuLさせられ1垣か
伍々な的■を血岱・回宙Ｌ、迫２２ｍ担埠を広げさせれたか
９ｍｍぺ■牢留や曙困を、傭させれたか
迅路⑤■の実■Ｅｐ伍して，田皿昏どのように飼映すればいしMDか．■えさせら》

■⑭四mでの、■（友回へ曙かすことなど）

ロ
ロ
ロ
ロ

佗石⑩仕事に対する■砧、委曲合．足げ入れさせる二とがで■たか
必■な０１■を亜Uq・通用し、回已の生含方を＃える●幻にさせられたか
生騒・仕甲上のＢ組、GR衝や■■を正解させられたか
辺りR呂甲上なら口分なＷＤｎ労■・■ｐ■をもたせることがで■た６０

ロロサが具たすぺ白位田を回父させることがで世上か
ロロ己を生かせふ■、■ⅢＥｕ吏的'二寺えさせられたか
ロそれぞれが価定した■■と例皮するため００万陵を寺えさせられたか

□ｍ■」と「■Ⅲ」の■いを、餌させることがでＥｊ曽凸、
ロ■”'二ついて｡■■を田無させることができたか
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申UU印■：出玉の求人展
ワーケシーI。（キャリア休敏プログラム②。③》

①ケラスの枠を外して．活Rbを行う
②事前に行った速■毎で放立を割り目て－生佳に伝えてお（
②グループ■皮（１グループ３－４名阻皮）を杼う
④胡査ibIな企禽を迅定（■内で沮定する）する
例１８インターネット'二よる検索
C1z：求人泉による伯店
擢取材不可iEな企黛や§bグループと■なることを恕定し，第３粕■まで沮
宝する

(キャリア体8,プログラム①~③）

①＄、範で拓台させる
②uU盃Ｂｉ象企及が氏定したグループより．企禽凹正を行う
fＨ１二インターネット'二よる■左
何２８京人嵐'二よる戌安

例３：全社室内パンフレットによる■底
③Zn五円⑰をRaまえ‘各グループでオリヅナル｡､■五項目や貝n項目を考え
させる

0

①黛柤毎で纂合させる
⑭企氏uB田をとおして．字EIする内郵をlu邸する

ワーワシート（キャリア体位プログラム⑮）

のゲノ吟プロ1位での活助
②biUOの扣卑を受けて．その中の「アDMイントメントの取り方」「名■の受
け班し方」「貧腿の城田」を中心'二行う

⑳伐敏の扣専担遭石が囚ら旧合Iま．＄前'二棋毘演技を行うてみせると効果的
である

④単独の1,邸担当君の畑台Iさ．生憧を使って．棋田n0技を行う
⑤グループ全、郊役■にあたっているので．全■がロールプレイを行うよう
'二拍印をする

TP.￣.

甲

■＿＿エエL--

Ｌ,．

～垂なlﾛ毎円⑰‘

①アポイント圦ン卜の時田Ｅ確犀させる
②マナー栢印で字A,謄肉専巴実睡させる
③昏々が呪正した内打や貸間事項芒血腫田いてくる

ワーケシート（キャリア休肢プログラム⑦）
鯛毎用但廿AＪ（コピー用低'二■組をU|いたものでも良い）
兄迅用21百（１グループ＝１枚．印u白名鄙入ったもの）

①ﾜーケシート（キャリア体験プログラム①）を使い．打札OAの作餌⑩基本
を招匁する

②薗時に佼lUILたワーケシート（キャリア休駐プログラム④）を使い，兄字
した内秤を扱U迫らせ,感じたことを■い出させる

④グループリーダーに．封拘の宛名ちきをさせる
③おOL杖の下谷きができたところで．扣導但自打からチニツケを異けさせる
９０チェックが隣ん鰹in財で．綱谷を行わせる
⑤完成Ｌたお$凶RIさ相専担自栖が保■をし．グループ全日が歯っ上nh階で兜
達する★今世の谷寺にするため'二．コピーを取っておくのが皿ましい

金■■■唇する

Rn･以前'二行った
「杜舎人蛾ZBjや
「送路挽虫金」な
ど｡､ワーケシート

を接り五u、研究
したい金色をPb嘩

させる
､

１年次の「氏史実
■」やこれまでの
「キャリアガイダ
ン夷」や「迫路ＮＵ
演白」の内可や各
位科（Un代杜由や

ピリネス岳■．■
８８ヰ）で学ん槌内
面を痕り君Uなが
ら,企症紐甘'二日
わる呂璽的な知■
を焼い出させる

苗HRqPUtで扣導さ
れていることや

｢マナーアヮプ位
■」「キャリアガ
イダンス」などで
学ん鮭二とを狂り
ｚらせる

扶u遡り②馬■

キャリア体H2プロ
グラムの卒的扣印
で字」し憧内可を笠
Ｕ玉らせⅢ実函す
る‐

導入BOO二゜マナー

描導や口旧・作文
I､配で学』し鰹内忠
を摂り亜ろ

⑩;:：&ア
体qhプログラム

①キャリア体､hプログラム③
（的時'二巴几B済み）

②キャリア体域プログラム④

⑩キャリア､■■プログラム｡

⑩ﾖFヤリア体曲プログラム⑤
（WU円に配布済み）

②キャリア体験プログラム⑤

Ｌワークシート名

①キャリア体8ﾊプロゲラム
｡~⑤（■輔'二■布笘み）

①キャリア体映プログラム④
（閑時'二匡布済み）

②｣Fヤリア休凶プログラムの

□企黛の基本的駐活助や組槌について‘mnHをBTめざせることができたか
□回黛・庄黛００m向'二ついて『多面的・多角的に価値を集める平鰹てを巴n8さ1tる
ことがで白たか

□１つの目的'二向かって．コミュニケーション能力を向庇させる店っかけにさせる
ことができたか

ロ企氏の基本的な活助や粗傾について．■解を露００させる二とができたか
ロ■裏・庄象の、同'二ついて．多面的・多角的に１日紐を狼ぬる平姥てぜ正塀させる

二とができたか
ロロ分が果たすべき役割を口父させることができたか

ロ社会人としての甚本的マナーを白'二付けさせれたか
□孚垈全堅でのOL瞳IBpが‘将来'二砧ぴついていることを＄cさせることがで曾仁
が

ロロールプレイシゲＥとおＬて，マブーの大切さを感じさせることができたか

-旗越知田でのⅣ■（次回へ活かす且とな勘

□位宕と堵'二応じたコミュニケーションを回らせる座■となったか
ロ芭垈・庄盆⑩助向について．Ｓ西的・多角的に価旧を無めさせる二と郡できたか
ロェロR岳串と荘ら自分なりの￣ぬ■ｕ、労匝・肛晟皿をもたせる二と畝で■たか

□例ぺたことを自分の■いや■uたことを壱変え．ロ曲Bさせることがごきたか
ロ杜⑥巴直やマナー等の必要性や屯■を■鯛し、囹円させれたか
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、
凸
毎
砥
裂
ｐ
田
⑪
凡
ｎ
【
Ｚ
局
甘
日
八
田
ふ
い
や
Ｉ
毎
Ｋ
聾
》

倒
小
ｅ
伝
宮
口
⑨
甘
■
■
砥

《
（
巴
『
巾
、
■
柄
■
雪
傘
卜
容
午
寺
》
＋
Ｉ
小
心
●
Ｉ
Ｃ

叩
←
伍
琿
出
口
与
因
．
Ｊ
ｕ
■
■
・
蟄
二
■
Ｐ
小
品
ら
⑭
夛
田
君
邑
宕
．
Ｊ
の
征

幻
和
知
ベ
閏
や
判

叩
型
②
■
詩
二
坪
ニ
キ
．
二
凹
也
（
④
『
印
、
ロ
、
■
錘
ト
ー
牛
什
）
と
Ｉ
ふ
ゃ
Ｉ
Ｃ
⑤

幻
学
⑭
閑
季
庫
伽
色

伍
型
Ｊ
朴
田
・
二
軍
⑫
（
ｅ
・
⑤
。
。
ｑ
の
ふ
ロ
、
■
越
卜
一
十
排
）
と
Ｉ
ふ
ゅ
Ｉ
Ｐ
ｎ

わ
わ
杣

笹
＄
ｗ
ｈ
小
、
ム
ー
キ
ト
Ｉ
恥
Ｉ
▲
・
臼
裡
Ｊ
爲
室
翅
右
。
Ｐ
ご
■
Ｒ
色
⑧
＆
印
暮
中
⑧

埒
わ
ぬ
宕
な
宙
Ｃ
ｕ
什
邑
．
い
わ
Ｂ
■
ｕ
団
■
＊
Ｐ
■
ｅ
砕
堂

■
ｅ
■
ｕ
Ｂ
包
宙
■
剣
．
凸
凹
輯
（
⑨
『
の
、
口
祇
旬
牟
ト
ゴ
ル
作
】
と
Ｉ
い
や
Ｉ
⑥
白

念
》
上
ご
く
小
芯
□
、
■
載
卜
琴
十
分
）
▲
Ｉ
ふ
く
１
６

（
⑤
。
⑭
。
⑤
司
巾
、
ロ
、
目
辻
ト
弓
十
件
》

わ
し
鎖
Ｋ
ヤ
ミ
ユ
ト
．
ろ
牢
出
含
か
Ｉ
く
二
・
Ｐ
狂
国
裡
巾
悌
Ｕ
悌
巴
印
⑫
⑬
③

③
い
⑪
ご
ｍ
ｅ
岱
塵
寺
は
軍
．
侭
型
ｅ
は
寧
牟
Ｉ
腓
。

⑨
頷
仙
便
ぺ
出
品
Ｉ
咄
。
辿
幻
勘
剖
叩
契
⑧
Ｗ
ｖ
■
。

③
幻
竹
田
■
山
再
配
ｅ
■
眼
。

埒
や
ご
■
＄
巨
官
印
⑫
Ｐ
圧
■
⑪
列
、
託
て
。

色
■
ｅ
■
敏
Ｐ
拭
函
ハ
ロ
小
Ｉ
小
八
平
凸
、
⑭

③
⑫
秒
扣
塚
砥
⑬
△
①
ト
マ
ュ
し
山
瞠
■
ｅ
塵
幻
炉
唾
。

．
ｕ
⑭
●
出
困
固
団
中
。

わ
わ
知
日
■
山
岳
財
ｅ
噂
頃
。

⑨
』
■
母
ｅ
庁
⑥
、
ふ
け
制
『
飼
毎
。

⑩
■
ｅ
呵
碩
Ｐ
甘
口
、
■
ふ
い
執
１
＄
Ｎ
番
⑤

ゆ
わ
抑
塚
⑰
伽

岳
餌
⑤
魯
偶
Ｋ
Ｃ
碑
臼
．
ｕ
幻
⑪
《
。
ｑ
い
ふ
ロ
、
已
載
ト
ー
か
件
】
△
０
Ａ
⑤
Ｉ
⑥
⑤

中
ト
■
毎
や
佼
翠
ｅ
、
向
い
Ｉ

小
八
甲
▲
柄
⑤
ｓ
饗
浦
．
二
■
餌
（
ｅ
司
小
ｍ
ｐ
ｍ
臼
蝕
ト
寺
十
件
）
▲
Ｉ
へ
⑤
Ｉ
Ｐ
ｅ

罰
句
倖
津
田
期
鯉
暉
包
〉
当
の
毎
準
竃
八
、
尹
苣
。
⑧
回
碩
）
の
ｇ
嵐
山
四
余
妬
邨
ｅ

（
ｓ
ｏ
⑭
・
＠
コ
い
ふ
ロ
ｍ
自
辻
ト
弓
十
士

》
皿
凹
当
少
臼
韻
伊
低
。
■
宙
．
Ｂ
型
⑨
や
剖
寓
Ⅸ
⑬
◆
ｅ
■
貯
舛
二

⑨
わ
ぬ
巳
剣
畏
凹
（
②
く
の
毎
口
柄
・

松
ト
弓
十
片
》
▲
Ｉ
へ
⑤
Ｉ
Ｐ
山
剖
叩
型
当
臼
詞
二
印
ニ
キ
．
＄
岸
宮
苗
■
碩
ｅ
Ｗ
斜
・

幻
わ
知
宮
田
叩
工
Ｉ
＆
や
Ｉ
⑥
出
陣
医
型
Ｊ
呵
碩
箔
杭
Ｉ
と
お
ゆ
旦

巾
牢
凹
■
０
部
貯
痙
付
１
Ｋ
回
Ｉ
朴
Ｋ
・
埜
浮
朴
刮
Ｈ
口

．
、
の
暉
出
■
砥
．
Ｐ
岳
萄
余
ｕ
■
口
供
二

（
⑧
ｑ
の
小
口
、
■
戦
ト
ゴ
キ
排
》
▲
－
小
⑥
Ｉ
か

く
②
。
⑧
。
②
Ｃ
ｅ
『
巾
、
口
祇
耳
辻
ト
ニ
キ
辻

△
－
▲
⑤
Ｉ
Ｃ
智
Ｊ
俘
田
些
宮
岳

卜

【
Ｒ
■
圀
笙
■
■
】

．
【
億
画
匹
拭
田
右
】

【
Ｒ
■
ヨ
卸
・
■
独
毎
■
】

【
Ｒ
■
裟
臼
■
■
】

【
Ｒ
逼
色
（
上
凹
冑
】

【
侭
芭
妥
臼
ｅ
⑩
回
】

【
Ｒ
■
歴
田
】

【
圖
冒
§
】

【
Ｒ
■
贋
匝
。
■
毎
匹
＄
】

【
Ｒ
■
台
十
へ
刊
胃
】

【
Ｒ
■
斑
笙
■
■
】

【
侭
田
悪
用
】

【
Ｒ
■
と
侭
田
室
】

【
Ｒ
且
蟹
田
・
■
回
ご
＄
】

【
Ｒ
ご
雪
民
曰
■
】

【
Ｒ
■
匹
頂
】

【
侭
■
■
■
・
原
型
毎
“
】

【
侭
■
咲
匝
・
■
与
忘
＄
】

【
Ｒ
■
邑
争
上
門
胃
】

Ｒ
■
■
中
■
Ｐ
■
■

③
Ｐ
邑
曹
⑧
叩
』

し

■仙色魯朴■ｅ宣至

（
固
宮
則
宰
ｓ
辿
挫
吋
理
ヨ
時
】

《
践
應
・
斯
宮
賃
。
）
『
の
、
□
、
自
竝
卜
夛
十
件

（
宙
白
釘
守
政
岳
■
■
頤
■
理
臼
丹
》

（
伏
醗
・
砠
臼
蟹
臼
》
『
巾
か
□
ｍ
回
華
ト
弓
十
件

（
囿
古
Ｆ
蛆
夛
燭
岑
肛
辿
伊
国
ｅ
々
田
■
理
ヨ
丹
）

【
供
応
０
硯
■
便
臼
】
ｑ
の
ｍ
ｐ
ｍ
■
傘
ト
ニ
キ
片

（
沮
芭
Ｎ
ｍ
Ｂ
剖
掛
時
二
日
毎
）

（
Ⅸ
塵
・
頌
再
僖
臼
》
。
い
ふ
□
、
已
辻
ト
弓
孑
件

《
■
田
庫
廊
●
汕
陣
伍
岱
睡
己
．

陣
伍
⑤
側

iｉ

■
三

亜
二 砥

＝

唾
｝

(騨磯似ば邑主`おりO）
侭田■更



Ｔ
⑫
廊
塵

…
‐
‐
‐
Ｉ
－
－
‐
Ｉ

亀
■
剖
叩
や
魯
硯
ｆ
回
舛
）
砠
陸
⑧
ｗ
印
南
寓
侭

＆
没
⑤
Ｐ
箔
⑭
ｕ
③
和
型
の
頓
■
笹
再
・
宮
碩
■
ｅ
弓
⑤
余
回
⑰
⑤
⑭
丹
幻
暉
碩
□

員
召
男
心
幼
他
屋
日
出
■
■
ひ
岳
巴
辱
寧
白
ｅ
Ｎ
丹
剣
・
頃
引
ロ

＆
些
岳
ふ
わ
知
里
掠
●
③
穂
守
幽
代
⑬
胡
ｅ
凶
ｐ
ｊ
医
劇
０
座
観
⑪
■
＄
⑤
■
白
□

＆
呂
包
Ｐ
箔
。
Ⅲ
わ
わ
や
＆
く
ち
虫
。
⑧
西
出
■
■
■
埒
や
菰
些
岳
勃
ｅ
⑤
叙
□

凸
型
岳
⑭
わ
知
逗
毎
幽
田
代
０
ｓ
雀
の
仁
寓
駐
判
目
■
型
凸
倶
臼
苗
二
郎
二
キ
ロ

負
響
岳
⑩
羽
杓
塚
衡
里
稜
侭
■
ｗ
■
侭
田
餌
ゆ
わ
公
剖
餌
即
匂
ロ

凸
型
釦
や
箔
判
叩
幻
初
伯
戌
回
似
伍
■
⑪
Ｙ
や
型
■
君
争
ロ
ロ

自
製
⑧
悼
君
ｕ
Ｍ

の
羽
知
苫
幸
ｕ
ａ
餌
と
件
ｘ
心
や
■
慨
幽
■
田
ｑ
々
写
．
Ｊ
掘
也
■
亜
■
灯
ｅ
■
慨
■
“
ロ
ロ
ロ

凸
型
⑪
Ｐ
箔
判
叩
中
羽
仰
判
岱
幻
崖
硯
匂
色
竝
臣
０
臼
⑫
仁
ｗ
Ｊ
■
■
ｅ
■
お
宙
須
ロ

凸
型
暮
心
羽
他
壊
曰
出
伍
鍾
争
國
貯
⑧
Ｙ
の
亟
岑
■
ケ
．
③
下
期
型
室
目
掛
睦
⑧
四
回
ロ

＆
型
⑧
Ｐ
君
⑭
叩

⑫
羽
仙
宕
華
ｕ
と
ｗ
当
分
ｘ
⑫
や
■
撞
山
包
田
⑤
与
専
ｊ
用
由
■
■
■
再
Ｂ
判
例
円
コ
ロ
ロ
ロ

＆
竺
也
Ｐ
誼
判
叩
屯
羽
弛
剖
岳
巧
座
頂
句
ｓ
欽
定
ｅ
臼
③
ト
ｗ
Ｊ
■
■
ｅ
盟
主
■
餌
□

＆
型
“
ｗ
箔
判
四
℃
酋
扣
拭
回
⑪
好
餌
■
て
や
型
嘩
ｅ
翁
回
世
込
鞄
些
郡
什
□

凸
留
⑧
Ｐ
箸
Ⅲ
叩

⑫
籾
他
士
年
凶
苣
山
と
件
Ｋ
⑰
い
■
侭
山
■
田
口
々
母
ｊ
嵐
山
■
再
■
打
Ｂ
型
低
■
“
田
園
ロ

凸
型
⑭
Ｐ
誼
⑭
ｕ
の
か

⑩
睡
偲
辿
曾
辻
側
出
■
谷
⑨
■
餌
ｅ
■
四
Ｆ
出
■
⑭
⑧
■
ｅ
ｕ
ｐ
．
の
公
什
ｅ
笛
厩
田
⑤
③
●
□

凸
型
⑭
Ｐ

萢
剖
Ｍ
⑫
頷
他
宝
埠
は
領
曰
お
宮
鋼
．
⑪
や
竃
ｕ
駐
日
封
色
煎
曰
。
ｓ
包
曲
ｅ
憎
▲
在
里
岳
母
□

⑲
△
０
Ⅱ
③
Ｃ
Ｉ
Ｆ

の
や
唾
浬 ■
■
■
『
色
刻
ｅ

－や

"鍋
露＆
＜ｕや

蕊

■
幻
日
皿
釧
母
の
ｅ

缶
］ｍ
ｅ

（
＄

役
Ｊ
■
準
詞
貯
嘩
臼
■
》
△
Ｉ
、
■
既

頌
曰
■
■
宙
期

毎
醸
ｅ
審
財
夛
竃

中
羽
物
出
Ｈ
域

◆
卒
ハ
ト
か
栃
ｅ
■

碩
伍
・
厚
屋
■
聖
凸

凹
Ｐ
日
興
ｅ
Ｐ
■
二

Ｍ
箔
余
■
季
園
弓

西
ｗ
捜
醒
ｅ
ぐ
ぃ
ｍ

ｐ
ｍ
■
牡
ト
ヨ
十
件

中
匹
や
け

唾
⑭
葛
⑤
参
碩
争
沮

出
『
吋
伍
毎
丹
間
■

く
伍
匁
』
型
⑥
距
凹

唾
囚
年
『
ｑ
巾
芯
□

柄
目
華
ト
づ
し
牙
』

、
仁
幽
時
歴
の
箔
⑤
呑

昭
エ
斑
幽
公
型
⑧
Ｐ

⑥
掴
山
田
釧
郵
好
Ｐ

抑
庫
■
⑤
ぶ
品
０
対

茎
零
回
。
併
訶
⑤
■

悶
毬
争
笛
■
ｅ
己
山

巾
瞠
⑪
■
座
ｊ
為
⑤

＄
卿
夛
斑
申
偉
伍
ｅ

粉
『
司
小
輪
回
流
■

松
ト
う
ゃ
件
』
『
■

■
■
自
煩
』
『
Ｋ
几

邨
干
須
卜
司
十
件
』

型
邑
似
い
⑭
里
色
丹

小
仁
申
叶

犀
．
心
箔
廿
か
閑
夛

Ⅸ
幽
仲
伍
包
ニ
エ
Ⅸ

Ｐ
『
⑪
③
■
剣
劇
ｕ

、
』
⑭
色
伍
狙
瞬
型

仙
脾
ｐ
摩
Ｐ
怪
毎
Ｍ

僅
時
屋ｉ
＃
制

の
池
呂
牢
や
倒
田
已
回
ｅ
々
■
．
Ｐ
老
宙
弾
函
ｅ
■
■
・
蝕
Ｐ
■
毎
句
丹
⑧

⑨
仁
鳴
里
小
部
〉
田

⑲
蚤
⑧
弓
曰
出
印
乳
遇
幻
叩
⑭
⑤
＆
Ｋ
Ｐ
余
回
．
］
■
筏
⑪
。
Ｍ
１
⑤
ｅ
牢
沮
悔
い
海
⑭

⑫
尊
他
岳
く
圭

由
出
■
■
■
・
■
転
曰
９
■
己
＄
ｅ
■
■
ｅ
＊
・
魚
ｕ
ｕ
毎
丹
里
写
刺
由
曰
■
ｅ
■
■
⑤

毎
Ｆ
．
⑧
ｐ
ｕ
⑬
Ｆ
駐
筥
遥
（
閏
■
く
佃
毒
）
と
Ｉ
乱
や
Ｉ
Ｐ

工
心
ト
ヤ
ュ
好
色
・
■
倖
ｅ
い
や
し
】

唾
好
・
釦
田
ｅ
聾
但
、
牢
⑪
函
笛

陛
毎
也
咄
ｕ
〉
幻
脾
Ｊ
窟
阜
⑭
再
怪
型
缶
丹
．
Ｊ
四
十
凹
宙
係
ｅ
砥
■
■
缶
宙
俎
④

⑰

和
知
■
ｓ
⑥
。
⑪
■
■
ｅ
余
色
．
ｕ
巧
山
口
承
ａ
０
■
■
■
“
＠
日
Ｐ
凸
凹
Ｐ
偶
二
Ｍ
⑪

心
救
⑪

田
手
塩
．
脾
⑥
＄
Ｗ
Ｓ
■
Ｂ
⑥
■
砲
自
須
）
壬
Ｉ
小
心
Ｉ
じ
ゃ
色
Ｅ
⑧
■
■
く
頓
刻
⑭

■
Ｅ
⑪
白
■
■
く
頓
割
）
ム
ー
小
心
Ｉ
⑥
型
Ｊ
臣
＄
ｕ
宮
伍
Ｓ

（
や
■
ｓ
い
ば
領
自
須
）
ユ
ー
へ
Ｓ
Ｉ
Ｐ

わ
ぢ
扣
笠
臼
仰
岳
閉
口
缶
竝
唾
ｅ
Ｐ
“
埒
や
衡
宙
山
西
頑
⑧

③
や
剖
行
●
ｅ
Ｂ
型
⑨
憎

い
■
輯
田
主
四
■
が
郊
些
剖
叩
）
■
炉
。
⑤
負
Ｂ
型
凸
⑪
印
巴
⑤
小
品
ｅ
割
。
凹
悌

⑫
Ｓ
田
。
凸
Ｂ
型
●
濁
出
宙
餌
・
Ｐ
ｊ
Ｍ
扁
咄
ｅ
則
が
知
剖
岳
の
型
ｐ
悌
黄
箔
口
胡
已

（
■
巴
専
倒
中
■
■
・
郡
朴
正
苣
・
朴
侭
】

慨
■
ｅ
釧
母
⑤
印
毎
判
■
■

（
⑪
⑫
■
却
酬
時
ｓ
壬
－
＆
⑤
Ｉ
Ｐ

中
畦
四
四
剣
ｅ
団
⑮
担
蜆

ｅ
即
日
“
宙
■
型
２
世
塚
々
辱
面
．
夛
薗
夛
瓜
ｗ
甸
伍
■
凹
型
⑪
Ｐ
ご
己
寺
目
■
母
か
⑤

③
幻
向
転
回
・
秒

扣
酎
封
甑
剖
叩
⑪
Ｙ
⑨
弓
才
目
ふ
角
岳
Ｍ
箔
余
回
．
判
ｐ
圧
型
二
Ｆ
ご
日
参
■
菊
田
戦
⑧

中
咋
や
手
圃
夛
■
Ｐ
ｐ
■
ｗ
邑
己
は
ｅ
喧
須
】
△
Ｉ
小
や
Ｉ
⑥
⑧

■
巨
輯
【
■
③
国
則
引
勝
巳
ム
ー
＆
Ｓ
Ｉ
Ｐ
型
ｊ
匡
理
些
宜
毎
ｓ

（
猛
年
は
ｅ
直
■
写
十
Ｉ
ふ
い
Ｉ
Ｐ

ゆ
わ
⑭
㎡
な
凹
凸
ｅ
》
二
Ｐ
Ｊ
■

■
Ｐ
■
侭
⑤
、
知
ｅ
則
ｊ
倒
冨
ｗ
■
■
．
Ｐ
判
〉
二
Ｗ
Ｊ
璋
芭
四
阿
侭
ｅ
■
⑬
回
飼
⑧

中
や
駐
日
炉

ａ
ｅ
召
、
抵
濁
ｕ
蛋
自
■
⑤
小
品
ｅ
則
羽
制
■
叶
曰
Ｐ
抵
再
叩
ゴ
四
四
▲
Ｉ
、
宙
■
⑧

■
屋
⑪
（
毎
＄
陣
ｅ
自
須
）
＋
１
４
⑤
Ｉ
Ｃ
型
Ｊ
匡
囮
ｕ
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(胡宮幽は尋独やゆ）
倭肘望型


